

[image: Oracle Corporation]





目次

タイトルおよび著作権情報

はじめに

	対象読者
	ドキュメントのアクセシビリティについて
	関連ドキュメントとその他のリソース
	表記規則


Exalytics Machineの新機能

	リリース1パッチセット1 (1.0.0.1)の新機能
	リリース1


第I部 インストール

1 インストールの概要

	1.1 インストール可能なコンポーネント
	1.1.1 コア・コンポーネント
	1.1.2 オプション・コンポーネント



	1.2 Oracle Exalyticsアーキテクチャ
	1.3 システム要件と動作保証情報


2 Exalytics Machineの仮想化用の構成

	2.1 Exalytics Machineを仮想化する前に
	2.1.1 確認するドキュメント
	2.1.2 Exalytics Machineの仮想化用の構成の前提条件
	2.1.3 Exalytics Machineにおける既存のRAID構成の再構成



	2.2 Exalytics Machineの仮想化用の構成
	2.2.1 Oracle VM Serverのインストールと構成
	2.2.1.1 Oracle VM Serverのインストール
	2.2.1.2 Oracle VM Server上のネットワークの構成
	2.2.1.3 Dom0 CPUの確保



	2.2.2 Oracle VM Managerのインストールと構成
	2.2.2.1 Oracle VM Managerのインストール
	2.2.2.2 Oracle VM Serverの検出
	2.2.2.3 仮想ネットワーク・インタフェース・コントローラの作成
	2.2.2.4 サーバー・プールの作成とサーバーの追加
	2.2.2.5 Exalyticsリポジトリの作成
	2.2.2.6 仮想マシンの作成
	2.2.2.7 仮想マシンの保守






	2.3 仮想マシンへのExalyticsソフトウェアのインストールと構成
	2.3.1 仮想マシンにExalyticsソフトウェアをインストールして構成する際の前提条件
	2.3.2 仮想マシンへのExalyticsソフトウェアのインストールと構成
	2.3.2.1 /u01パーティションの作成とマウント
	2.3.2.2 Oracleユーザーの変更および権限の付与
	2.3.2.3 Oracle Business IntelligenceおよびOracle TimesTenのインストール
	2.3.2.4 Oracle Essbaseのインストール








3 Exalytics Machineへのソフトウェアのインストール

	3.1 Exalytics Machineにソフトウェアをインストールする前の作業
	3.1.1 確認するドキュメント
	3.1.2 Exalytics Machineにインストールするための前提条件



	3.2 ソフトウェアのインストール
	3.2.1 手順1: オペレーティング・システム上のグループおよびユーザーの作成
	3.2.2 手順2: Oracle TimesTenのインベントリの作成
	3.2.3 手順3: Oracle TimesTenのリソース制限の設定
	3.2.4 手順4: /u01パーティションの作成
	3.2.5 手順5: ディレクトリ構造へのOracleファイルのダウンロード
	3.2.6 手順6: データベース・スキーマの作成
	3.2.7 手順7: プロパティ・ファイルの編集
	3.2.8 手順8: インストール・スクリプトを実行する準備
	3.2.9 手順9: チェックリストの確認
	3.2.10 手順10: スクリプトの実行
	3.2.11 手順11: インストールの検証



	3.3 インストール・プロセスおよび構成プロセスのトラブルシューティング
	3.3.1 インストールの問題の解決
	3.3.2 ログ・ファイルの表示
	3.3.3 Exalytics Machineへのソフトウェアの再インストール
	3.3.4 HardwareAcceleration MBean属性の手動の設定
	3.3.5 追加情報





4 インストール後の作業

	4.1 Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールのインストールおよびアンインストール
	4.2 boot.propertiesファイルの作成
	4.3 Exalytics Machineのコンポーネントの起動と停止
	4.4 Oracle TimesTenのデーモン構成スクリプトの実行
	4.5 サーバー上のメモリー設定の構成
	4.5.1 カーネル・レベルでのラージ・ページの構成
	4.5.2 Oracle TimesTen In-Memory Databasesのラージ・ページの構成
	4.5.3 既存のOracle TimesTen In-Memory DatabaseでのPermSizeの増加



	4.6 Oracle TimesTen In-Memory Databaseのインスタンス化
	4.7 Oracle Business IntelligenceからOracle TimesTenへのODBC接続の構成
	4.8 Oracle BIリポジトリの物理レイヤーへのOracle TimesTenインスタンスのマッピング
	4.9 BI Composer for Oracle BI EEのインストールと構成
	4.10 IBM DB2またはMicrosoft SQL ServerのためのDSNの作成
	4.11 マルチバイト・データをサポートするようなIBM DB2の構成
	4.12 Oracle BI Publisherのサンプル・レポートの構成
	4.13 SampleAppLite.rpdでのデフォルト・パスワードの変更


5 Exalytics Machine上のソフトウェアの削除

第II部 システム管理

6 システム管理(構成、診断および監視)

7 パッチ適用

	7.1 Oracle Exalyticsへのパッチ適用について
	7.1.1 Oracle Exalyticsのバージョン・ストライプ
	7.1.2 Oracle Exalyticsパッチの各種タイプについて
	7.1.2.1 Oracle Exalyticsパッチセットについて
	7.1.2.2 Oracle Exalyticsの動作保証されたコンポーネント・パッチについて
	7.1.2.3 Oracle Exalyticsコンポーネントの個別パッチについて






	7.2 Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1 (1.0.0.1)の適用
	7.2.1 Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1について
	7.2.2 Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1のインストールが必要なクライアント
	7.2.3 Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1の新しい機能
	7.2.3.1 Oracle Business Intelligence Enterprise Edition
	7.2.3.2 Oracle TimesTen In-Memory Database
	7.2.3.3 Oracle Essbase
	7.2.3.4 Oracle Enterprise Performance Management System
	7.2.3.5 Oracle Endeca
	7.2.3.6 ストレージ・エリア・ネットワーク
	7.2.3.7 Auto Service Requestソフトウェア
	7.2.3.8 Oracle Data Integrator
	7.2.3.9 Oracle TimesTenに対応するOracle GoldenGate



	7.2.4 Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1のインストールのガイドライン
	7.2.5 Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1のインストール
	7.2.6 インストール後の手順
	7.2.6.1 Oracle TimesTen In-Memory Database
	7.2.6.2 Oracle Business Intelligence Enterprise Edition



	7.2.7 アンインストールの手順
	7.2.8 今回のパッチで修正された不具合
	7.2.9 今回のパッチの既知の不具合





8 高可用性を実現するためのOracle Exalyticsのデプロイ

	8.1 高可用性の要件
	8.2 高可用性の構図
	8.3 高可用性の構成
	8.3.1 手順1: 最初のExalytics Machineの準備
	8.3.2 手順2: 2番目のExalytics Machineの準備
	8.3.3 手順3: Oracle WebLogic Serverのインストール
	8.3.4 手順4: Oracle Business Intelligenceのインストール
	8.3.5 手順5: 既存のBIドメインのスケールアウト
	8.3.6 手順6: Oracle TimesTenのインストールと構成
	8.3.7 手順7: 2番目のExalytics Machineへのシステム・コンポーネントのスケールアウト
	8.3.8 手順8: 永続ストアの共有記憶域の構成
	8.3.9 手順9: フロントエンド・ロード・バランサの構成



	8.4 高可用性デプロイメントのトラブルシューティング
	8.4.1 Oracle BI ServerとOracle TimesTenとの接続に関する問題
	8.4.2 クライアント・インストーラでOracle TimesTenドライバを特定できない
	8.4.3 Oracle BI ServerがOracle TimesTenインスタンスにフェイルオーバーしない
	8.4.4 集計が2番目のインスタンスに存在しない





9 バックアップとリカバリ

10 障害時リカバリ







Oracle® Fusion Middleware

Oracle Exalytics In-Memory Machineインストレーションおよび管理ガイド

Exalytics X2-4 リリース1 (1.0)

B66196-05(原本部品番号:E24706-07)

2012年10月

Oracle Exalytics In-Memory MachineでOracle Business Intelligence製品(Oracle BI Enterprise EditionおよびOracle BI Publisherを含む)をインストールおよび管理する方法について説明します。Oracle Business Intelligenceシステムを監視および管理する方法も含まれます。




Oracle Fusion Middleware Oracle Exalytics In-Memory Machineインストレーションおよび管理ガイド, Exalytics X2-4 リリース1 (1.0)

B66196-05

Copyright © 2011, 2012, Oracle and/or its affiliates.All rights reserved.

原本主著者: Guriqpal Gill

原本協力者: Christine Jacobs、Andy Page

原本協力者: Oracle Business Intelligence development, product management, and quality assurance teams

このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラクル社までご連絡ください。

このソフトウェアまたは関連ドキュメントが、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供される場合は、次のNoticeが適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations.As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs.No other rights are granted to the U.S. Government.

このソフトウェアまたはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアまたはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション(人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む)への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、このソフトウェアまたはハードウェアを安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性(redundancy)、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、オラクル社およびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

OracleおよびJavaはOracle およびその関連企業の登録商標です。その他の名称は、それぞれの所有者の商標または登録商標です。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXはThe Open Groupの登録商標です。

このソフトウェアまたはハードウェアおよびドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。







はじめに

Oracle Business Intelligence Foundation Suiteは、レポート、非定型問合せ、OLAP、ダッシュボード、スコアカード、What-If分析など、すべてのエンタープライズのビジネス・インテリジェンス・ニーズを満たす、完全かつオープンな統合ソリューションです。Oracle Business Intelligence Foundation Suiteには、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionが含まれます。

Oracle Business Intelligence Enterprise Edition (Oracle BI EE)は包括的な一連のエンタープライズ・ビジネス・インテリジェンス・ツールおよびインフラストラクチャであり、拡張性のある効率的な問合せおよび分析サーバー、非定型の問合せおよび分析ツール、インタラクティブ・ダッシュボード、プロアクティブ・インテリジェンスとアラート、エンタープライズ・レポート・エンジンなどが含まれます。

Oracle BI EEのコンポーネントは、共通のサービス指向アーキテクチャ、データ・アクセス・サービス、分析および計算インフラストラクチャ、メタデータ管理サービス、意味的ビジネス・モデル、セキュリティ・モデルやユーザー・プリファレンスおよび管理ツールを共有します。Oracle BI EEは、各データ・ソース向けに最適化されたリクエスト生成、最適化されたデータ・アクセス、高度な計算、インテリジェント・キャッシュ・サービス、クラスタリングにより、スケーラビリティとパフォーマンスを提供します。

このマニュアルでは、Oracle Exalytics In-Memory Machineのインストールおよび管理について説明します。このマニュアルには、Exalytics Machineのインストール、アップグレードおよび保守に関するトピックが含まれます。

このガイドは次の製品に適用されます。

	
Oracle Exalytics X2-4 リリース1 (1.0.0.0): リリース11.1.1.6.0と呼ばれる場合もあります。


	
Oracle Exalytics X2-4 リリース1パッチセット1 (1.0.0.1)





対象読者

このドキュメントは、Oracle Business Intelligenceの処理、アップグレードおよびインストールを管理するインストール・エンジニアおよび中間層管理者を対象としています。


ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

Oracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害があるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。


関連ドキュメントとその他のリソース

Oracle Business Intelligenceの関連ドキュメントについては、Oracle Business Intelligenceのドキュメント・ライブラリを参照してください。

また、Oracle Business Intelligence関連のオンライン・トレーニング資料については、Oracle Learning Libraryを参照してください。


表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。













Exalytics Machineの新機能

この序章では、Oracle Exalytics In-Memory Machineコンポーネントの新機能と動作保証について説明します。

ここでは、次のトピックについて説明します。


	
リリース1パッチセット1 (1.0.0.1)の新機能


	
リリース1





リリース1パッチセット1 (1.0.0.1)の新機能

リリース1パッチセット1 (1.0.0.1)の新機能には、次のものが含まれます。

	
次のコンポーネントの新機能および追加の動作保証があります。

	
Oracle Business Intelligence Enterprise Edition


	
Oracle TimesTen In-Memory Database


	
Oracle Essbase


	
Oracle Enterprise Performance Management System


	
Oracle Endeca


	
ストレージ・エリア・ネットワーク


	
Auto Service Requestソフトウェア


	
Oracle Data Integrator


	
Oracle TimesTenに対応するOracle GoldenGate




新機能と追加の動作保証の詳細は、第7章「Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1の新機能」を参照してください。


	
Oracle Fusion Middleware Oracle Exalytics In-Memory Machineインストレーションおよび管理ガイド(原本部品番号: E24076-06)に、Exalytics Machineの仮想化用の構成に関する情報が追加されました。

Exalytics Machineの仮想化用の構成の詳細は、第2章「Exalytics Machineの仮想化用の構成」を参照してください。





リリース1

Oracle Exalytics In-Memory Machineはこのガイドに沿ってリリースされています。







第I部


インストール

この部では、インストール方法について説明します。次の章で構成されます。

	
第1章「インストールの概要」


	
第2章「Exalytics Machineの仮想化用の構成」


	
第3章「Exalytics Machineへのソフトウェアのインストール」


	
第4章「インストール後の作業」


	
第5章「Exalytics Machine上のソフトウェアの削除」










1 インストールの概要


この章では、Oracle Exalytics In-Memory Machineにソフトウェアをインストールする方法について概説します。Exalytics Machineは、メモリー中心のハードウェア・プラットフォーム、実績のあるOracle TimesTenのインメモリー・テクノロジ、Oracle Business Intelligence Foundation Suite機能の最適化されたバージョンが含まれるエンジニアリング・ソリューションです。

Oracle Business Intelligenceソフトウェア・ユーザーは、Exalytics Machineを使用することで、鋭い洞察力が得られ、より適切な決断を行い、即座にアクションを起こすことが可能になります。システム管理者は、プリエンジニアリング・システムを活用することで、パフォーマンスの高いエンタープライズレベルのOracle Business Intelligence実装の構成および保守を容易に実現できます。これにより、複数のベンダーからのシステム・インフラストラクチャの調達、デプロイ、保守、および調整に関連するリスクを排除できます。Oracleのテクノロジは、小さなワークグループのインストールから大企業のBusiness Intelligenceのデプロイメントまでシームレスにスケールするように設計されています。

Exalytics Machineの仮想化用の構成を予定している場合は、第2章「Exalytics Machineの仮想化用の構成」を参照してください。

Exalytics Machineへのソフトウェアのインストールを予定している場合は、第3章「Exalytics Machineへのソフトウェアのインストール」を参照してください。

このマニュアルでは、Oracle Business Intelligence Enterprise EditionとOracle BI PublisherをまとめてOracle Business Intelligenceという用語で表現します。これらの製品のいずれかにのみ適用する説明や指示事項がある場合は、その都度個々の製品名を使用します。

この章では、次の項目について説明します。

	
第1.1項「インストール可能なコンポーネント」


	
第1.2項「Oracle Exalyticsアーキテクチャ」


	
第1.3項「システム要件と動作保証情報」






1.1 インストール可能なコンポーネント

Oracle Exalyticsは、最適な方法で連携するようにインストールされた、多くのコア・コンポーネントおよびオプション・コンポーネントで構成されています。

この項には次のトピックが含まれます:

	
第1.1.1項「コア・コンポーネント」


	
第1.1.2項「オプション・コンポーネント」




また、次の点にも注意してください。

	
Oracle Real-Time Decisionsは、Exalytics Machineのインストールでは使用できません。


	
このマニュアルでは、Oracle Hyperion Enterprise Performance Management System Installerを使用したExalytics MachineへのEssbaseのインストールについては説明しません。EPM System Installerを使用したEssbaseのインストールの詳細は、Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemインストレーションおよび構成ガイドを参照してください。






1.1.1 コア・コンポーネント

コア・コンポーネントには次が含まれます。

	
Oracle Business Intelligence Enterprise Edition

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceインストレーション・ガイド』のインストール可能な製品に関する項を参照してください。


	
(存在する場合)Oracle Essbase (Oracle Hyperion Enterprise Performance Management System Installerを使用してインストールされたもの)


	
Oracle TimesTen In-Memory Database


	
Oracle Exalyticsベース・イメージ

Exalytics MachineにプリインストールされたOracle Enterprise LinuxにおけるOracle Exalytics固有のバージョン


	
Oracle Exalytics構成ユーティリティ









1.1.2 オプション・コンポーネント

オプション・コンポーネントは、Exalytics Machineにインストール可能な他のソフトウェア(Oracle Endecaなど)が含まれます。これらのソフトウェアの詳細は、Oracle Exalytics動作保証マトリクスに記載されています。








1.2 Oracle Exalyticsアーキテクチャ

図1-1は、Exalytics Machineのアーキテクチャを示しています。Exalytics Machineには、Oracle TimesTen In-Memory Database、Oracle Business Intelligence、およびOracle WebLogic Serverの管理サーバーと管理対象サーバーのソフトウェアが含まれます。Exalytics Machineは、Oracle BI管理ツール(サマリー・アドバイザ・ウィザードを含む)が稼働するクライアント・コンピュータに接続されます。他方のコンピュータは、リポジトリ作成ユーティリティで作成されたスキーマが存在するデータベース(使用量追跡サマリー統計が含まれる)を保持します。


図1-1 Oracle Exalyticsアーキテクチャ

[image: 図1-1の説明は図の下にあります。]

「図1-1 Oracle Exalyticsアーキテクチャ」の説明









1.3 システム要件と動作保証情報

このマニュアルでは、Exalytics Machineで使用するソフトウェア・バージョンおよびシステム要件に関する情報を提供します。Exalytics Machineで使用するクライアント・コンピュータの詳細は、ハードウェアおよびソフトウェア要件、プラットフォーム、データベースなどのシステム要件および動作保証に関するドキュメントを参照してください。これらのドキュメントは、Oracle Technology Network (OTN)で入手できます。

	
システム要件に関するドキュメントには、ハードウェア要件およびソフトウェア要件、ディスク領域とメモリーの最小要件、必要なシステム・ライブラリ、パッケージ、パッチなどの情報が記載されています。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-requirements-100147.html


	
動作要件に関するドキュメントには、サポートされるインストール・タイプ、プラットフォーム、オペレーティング・システム、データベース、JDKおよびサード・パーティ製品が記載されています。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html












2 Exalytics Machineの仮想化用の構成


この章では、Exalytics Machineを仮想化用に構成する際に実行する作業について説明します。この作業には、Exalytics MachineへのOracle Virtual Machine Server (Oracle VM Server)のデプロイ、Oracle VM ServerのOracle Virtual Machine Manager (Oracle VM Manager)との構成およびVMテンプレートのデプロイが含まれます。

この章では、次の項目について説明します。

	
第2.1項「Exalytics Machineを仮想化する前に」


	
第2.2項「Exalytics Machineの仮想化用の構成」


	
第2.3項「仮想マシンへのExalyticsソフトウェアのインストールと構成」






2.1 Exalytics Machineを仮想化する前に

Exalytics Machineを仮想化する前に、次の各項を確認してください。

	
第2.1.1項「確認するドキュメント」


	
第2.1.2項「Exalytics Machineの仮想化用の構成の前提条件」


	
第2.1.3項「Exalytics Machineにおける既存のRAID構成の再構成」






2.1.1 確認するドキュメント

Exalytics Machineの仮想化を準備する際には、次のことを行ってください。

	
Oracle VMリリース・ノートを確認し、実際のOracle Virtual Machineの機能とそのドキュメントに記載されている機能の違い、および現在のリリースに該当するその他の問題について理解します。


	
Oracle VMインストレーションおよびアップグレード・ガイド、リリース3.0.3およびOracle VMユーザーズ・ガイド、リリース3.0.3を確認し、Oracle Virtual Machine Serverのインストール方法と構成方法、ネットワークの設定方法、および仮想マシンの作成方法について理解します。


	
『Oracle Exalytics In-Memory Machineオーナーズ・ガイド』を確認して、データ・センターでExalytics Machineが正しく構成およびコミッショニングされているか確認します。









2.1.2 Exalytics Machineの仮想化用の構成の前提条件

Exalytics Machineを仮想化する前に、次の前提条件を満たす必要があります。

	
新しいExalytics Machineがラックに設置され、データ・センターに配備されている。


	
Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)が構成され、Webインタフェースを使用してネットワークからアクセス可能な状態にある。


	
ホスト名、IPアドレス、サブネット、ゲートウェイおよびDNSなどのネットワーク情報がすべて揃っている。


	
サーバー・プールおよびExalytics Machine上にデプロイされている各仮想マシン用に、余分な未割当てのIPアドレスが用意されている。


	
Oracle VM Managerのインストール先としてLinux環境が用意されている。


	
Oracle VM Managerスキーマのインストール先としてデータベース・サーバーが用意されている。


	
必要なソフトウェアをダウンロードするために、コンピュータ(Exalytics Machineとは限りません)からインターネットにアクセスする権限を持っている。

ハードウェアおよびソフトウェアの仕様については、Oracle VMインストレーションおよびアップグレード・ガイド、リリース3.0.3を参照してください。









2.1.3 Exalytics Machineにおける既存のRAID構成の再構成

Exalytics Machineは6つのハード・ディスクからなり、それぞれの容量は600GBです。そのうちの2つのディスクはRAID1構成で、残りの4つのディスクはRAID5構成です。ディスク領域の使用を最適化するには、Exalytics Machine上でRAID1およびRAID5を再構成する必要があります。RAID1を、100GBと457GBの容量を持つ2つの仮想ドライブから構成されるように再構成します。RAID5は、残りのドライブから構成されます。

Exalytics Machine上の既存のRAID構成を再構成するには、次の手順を実行します。

	
Exalytics Machineを再起動します。


	
[Ctrl]キーを押しながら[Y]キーを押して、Exalytics Machineの再起動中にRAID CLI(コマンドライン・インタフェース)を入力します。




	
注意:

RAID CLI.を入力できる状態になったら、再起動シーケンス中に「Copyright LSI Logic Corporation」と表示されます。このメッセージは短期間の間表示されるため、画面を注意して観察してください。これにより、マシンの再起動が再度必要になる事態を回避できます。










	
次のMegaRAIDコマンドを入力して、既存のRAID構成を削除します。

# -CfgLdDel -LALL -a0


	
次のコマンドを入力して、RAID1パーティションを100GBおよび457GBの2つの仮想ディスクで作成します。

# -CfgLdAdd -r1[252:0, 252:1] WB Direct NoCachedBadBBU -sz102400 -sz467968 -a0


	
次のコマンドを入力して、RAID5パーティションを残りのディスクで作成します。

# -CfgLdAdd -r5[252:2, 252:3, 252:4, 252:5] WB Direct NoCachedBadBBU -a0


	
Exalytics Machineを再起動するアクションを実行します。

	
ILOM 3.0.14.20では、ILOM→リモート制御→リモート・パワー制御→パワー・サイクルを選択します。


	
ILOM 3.1.2.24では、ILOM→ホスト管理→パワー・サイクルを選択します。

Exalytics Machineが再起動します。














2.2 Exalytics Machineの仮想化用の構成

この項には次のトピックが含まれます:

	
第2.2.1項「Oracle VM Serverのインストールと構成」


	
第2.2.2項「Oracle VM Managerのインストールと構成」






2.2.1 Oracle VM Serverのインストールと構成

この項には次のトピックが含まれます:

	
第2.2.1.1項「Oracle VM Serverのインストール」


	
第2.2.1.2項「Oracle VM Server上のネットワークの構成」


	
第2.2.1.3項「Dom0 CPUの確保」






2.2.1.1 Oracle VM Serverのインストール

Oracle VM Serverは、仮想マシンを実行するためのセキュアなサーバー・ベースのプラットフォームを提供する、管理された仮想化環境です。仮想マシンを作成するには、まずExalytics MachineにOracle VM Serverをインストールする必要があります。

Oracle VM Serverをインストールするには、次の手順を実行します。

	
次のリンクのOracle Software Delivery Cloud Webサイトに移動します。

http://edelivery.oracle.com


	
ローカル・ディレクトリに、Oracle Exalytics Base Image 2.0.1.1.0 for Exalytics Oracle VM x86-64をダウンロードします。


	
Exalytics Machineで、Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)に接続してログオンします。


	
次の手順を実行します。

	
ILOM 3.0.14.20では、リモート制御→リダイレクション→リダイレクションの起動→リモート制御の起動を選択します。


	
ILOM 3.1.2.24では、リモート制御→リダイレクション→ストレージ・リダイレクション→サービスの起動を選択します。

ILOMリモート・コンソールが表示されます。





	
メニュー・バーでデバイス→CD-ROMイメージを選択して、ILOMのリモート仮想CD-ROMとしてOracle VM Serverイメージをリンク付けします。


	
このマシンを再起動するアクションを実行します。

	
ILOM 3.0.14.20では、ILOM→リモート制御→リモート・パワー制御→パワー・サイクルを選択します。


	
ILOM 3.1.2.24では、ILOM→ホスト管理→パワー・サイクルを選択します。





	
次の手順を実行します。

	
ILOM 3.0.14.20では、リモート制御→ホスト制御→次のブート・デバイスを選択します。


	
ILOM 3.1.2.24では、ホスト管理→ホスト制御→次のブート・デバイスを選択します。




次のブート・デバイスの設定が表示されます。


	
ブート・メニューの最上位にCD-ROMを移動するには、次の手順を実行します。

	
次のブート・デバイスのリストで、CD-ROMを選択します。


	
「保存」をクリックします。





	
次の手順を実行します。

	
ILOM 3.0.14.20では、ILOM→リモート制御→リモート・パワー制御→パワー・サイクルを選択します。


	
ILOM 3.1.2.24では、ILOM→ホスト管理→パワー・サイクルを選択します。




Exalytics Machineが再起動し、Oracle VM Server画面が表示されます。


	
[Enter]キーを押して、Oracle VM Serverをインストールします。

Oracle VM ServerがExalytics Machineにインストールされます。Oracle VM Serverがインストールされたら、Exalytics Machineが自動的に再起動します。


	
メニュー・バーでデバイスを選択してから、CD-ROMイメージの選択を解除します。


	
メニュー・バーで、デバイス→ホストのデフォルトとして保存を選択します。


	
次の手順を実行します。

	
ILOM 3.0.14.20では、ILOM→リモート制御→リモート・パワー制御→パワー・サイクルを選択します。


	
ILOM 3.1.2.24では、ILOM→ホスト管理→パワー・サイクルを選択します。

Exalytics Machineの構成の準備ができました。





	
Oracle VM Serverにログオンし、次のコマンドを入力してRAID構成を確認します。

/opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -LDinfo -LALL -aALL









2.2.1.2 Oracle VM Server上のネットワークの構成

ネットワークを構成する前に、Exalyticsのネットワーク構成が完了していることを確認してください。




	
注意:

Exalogicスクリプトが使用できるようになったため、Exalytics Machineの再起動後は、Exalogicマシンの詳細を入力するように求められます。









Oracle VM Serverでネットワークを構成するには、次の手順を実行します。

Exalytics Machineが再起動したら、次のアクションを実行します。

	
Iと入力して、インタラクティブ・モードを使用します。


	
プロンプトで、次の情報を入力します。

	
フル・ラックを選択する場合は、3と入力して確定します。


	
ノード索引を選択する場合は、1と入力します。


	
InfinibandインタフェースのIPアドレスを入力します。Infinibandが構成されていない場合は、既存のネットワークと競合しないネットワーク構成を入力します。たとえば、192.168.21.112と入力します。


	
Infinibandインタフェースのネットマスク・アドレスを入力します。Infinibandが構成されていない場合は、既存のネットワークと競合しないネットワーク構成を入力します。たとえば、255.255.255.0と入力します。


	
イーサネットbond0のシステムIPアドレスを入力します。


	
bond0のネットマスクとゲートウェイ・アドレスを入力します。


	
ホスト名を入力します。


	
ドメインを入力します。







Exalytics Machineが自動的に再起動します。






2.2.1.3 Dom0 CPUの確保

Exalytics Machineのパフォーマンスを確保するには、Dom0 CPUを確保またはバインドします。

Dom0 CPUを確保するには、次の手順を実行します。

	
/etc/xenディレクトリにナビゲートします。


	
ファイルxend-config.sxpを編集して、次のように設定します。

(dom0-cpus 10)


	
Exalytics Machineを再起動します。











2.2.2 Oracle VM Managerのインストールと構成

Oracle VM Managerでは、Oracle VM Server、仮想マシンおよびリソースを管理するためのグラフィカル・ユーザー・インタフェースを提供します。Oracle VM Managerを使用すると、仮想マシンとサーバー・プールの作成、VMテンプレートのインポート、およびネットワークとストレージの管理が行えます。

この項には次のトピックが含まれます:

	
第2.2.2.1項「Oracle VM Managerのインストール」


	
第2.2.2.2項「Oracle VM Serverの検出」


	
第2.2.2.3項「仮想ネットワーク・インタフェース・コントローラの作成」


	
第2.2.2.4項「サーバー・プールの作成とサーバーの追加」


	
第2.2.2.5項「Exalyticsリポジトリの作成」


	
第2.2.2.6項「仮想マシンの作成」


	
第2.2.2.7項「仮想マシンの保守」






2.2.2.1 Oracle VM Managerのインストール

Oracle VM Managerは、Exalytics Machineとは別のマシンにインストールすることをお薦めします。特に、同じ地理的な場所にあるOracle VM Server内に配置しておくと最適です。

Oracle VM Managerをインストールするには、次の手順を実行します。

	
次のリンクのOracle Software Delivery Cloud Webサイトから、Oracle VM Manager 3.0.3インストーラ(部品番号V29653-01)をダウンロードします。

http://edelivery.oracle.com/oraclevm


	
My Oracle Support (Oracle_VM_Manager_13614645)から、Oracle VM Managerパッチ3.0.3.369をダウンロードします。


	
Oracle VM Managerをインストールします。手順については、Oracle VMインストレーションおよびアップグレード・ガイド、リリース3.0.3の第3章「Oracle VM Managerのインストール」を参照してください。


	
パッチ3.0.3.369をOracle VM Managerインストールに適用します。









2.2.2.2 Oracle VM Serverの検出

Oracle VM Manager環境へのOracle VM Serverの追加は、Oracle VM Serverの検出と呼ばれます。サーバーの検出は、仮想化環境の構成における最初のステップです。

Oracle VM Serverを検出するには、次の手順を実行します。

	
Oracle VM Managerに接続します。


	
左側のペインで、「ハードウェア」を選択します。


	
メニュー・バーで「アクション」→「検出」を選択して、「サーバーの検出」ダイアログを表示します。


	
次のサーバーに関する情報を入力します。

	
IPアドレス。


	
Oracle VMエージェントのポート。デフォルトのポート番号は8899です。


	
Oracle VMエージェントのパスワード。デフォルトのパスワードはoracleです。





	
「OK」をクリックします。

Oracle VM Serverとその詳細(プロセッサの数、IPアドレス、プロセッサの速度、RAM、ネットワーク・ポートおよびその構成を含む)が検出され、「未割当てのサーバー」フォルダに追加されます。




詳細は、Oracle VMユーザーズ・ガイド、リリース3.0.3の第6章「サーバー・プールの管理」を参照してください。






2.2.2.3 仮想ネットワーク・インタフェース・コントローラの作成

仮想ネットワーク・インタフェース・コントローラ(VNIC)は、仮想マシンによってネットワーク・カードとして使用されます。各VNICに使用するMACアドレスの範囲を定義することで、仮想ネットワーク・インタフェースを作成します。各MACアドレスは単一の仮想ネットワーク・インタフェース・コントローラ(NIC)に対応し、仮想マシンによって使用されます。

仮想ネットワーク・インタフェース・コントローラを作成するには、次の手順を実行します。

	
Oracle VM Managerにログオンします。


	
メニュー・バーで、「ツール」→VNICマネージャを選択します。

MACセレクタ・パネルが表示されます。


	
「次へ」をクリックして、次の使用可能なMACアドレスを検出します。


	
作成するアドレスの数を選択して、「生成」をクリックします。




	
注意:

デプロイする仮想マシンの数と同じ個数のアドレスを選択します。









VNICが作成され、「仮想NIC」表にリストされます。


	
「閉じる」をクリックします。




詳細は、Oracle VMユーザーズ・ガイド、リリース3.0.3の第7章「仮想マシンの管理」を参照してください。






2.2.2.4 サーバー・プールの作成とサーバーの追加

サーバー・プールは、少なくとも1つのOracle VM Serverからなります。仮想マシンを実行できる十分なリソース(CPU、メモリーなど)がサーバー・プールにない場合は、Oracle VM Serverを追加することによってサーバー・プールを拡張できます。

サーバー・プールを作成する前に、次が必要です。

	
サーバー・プールのIPアドレス


	
各仮想マシンのIPアドレス


	
Oracle VM ServerにインストールしたOracle VMエージェントにアクセスするためのパスワード




サーバー・プールの作成およびサーバーの追加については、Oracle VMユーザーズ・ガイド、リリース3.0.3の第6章「サーバー・プールの管理」を参照してください。




	
注意:

サーバー・プールを作成する際には、「クラスタのアクティブ化」オプションの選択を解除する必要があります。














2.2.2.5 Exalyticsリポジトリの作成

リポジトリには、仮想マシン、仮想マシンの作成用テンプレート、仮想マシン・アセンブリなどのOracle VMリソースが格納されます。Exalyticsリポジトリを作成および構成してから、そのリポジトリをOracle VM Serverに提示するには、Oracle VM Managerを使用します。




	
注意:

使用する物理ディスクごとにリポジトリを作成することをお薦めします。Oracle VMテンプレートとクローニングされた仮想マシンの格納用には小さなリポジトリを、仮想マシンに割り当てられた仮想ディスクの格納用には大きなリポジトリを使用します。









Exalyticsリポジトリを作成するには、次の手順を実行します。

	
Oracle VM Managerにログオンします。


	
左側のペインで、「ホーム」→「サーバー・プール」を選択します。


	
「リポジトリ」タブを選択します。


	
「作成」を選択して、「データ・リポジトリの作成」ダイアログを表示します。


	
次の手順を実行します。

	
「リポジトリ名」フィールドに、リポジトリの名前を入力します。


	
リポジトリの場所を見つけるには、「物理ディスク」を選択してから「検索」をクリックします。


	
ドロップダウン・リストから、ローカルのストレージ・アレイを選択し、2つのストレージ・ディスクのうちの小さいほうを選択します。


	
「OK」をクリックします。


	
リポジトリ用のサーバー・プールを選択します。


	
「次」をクリックします。

Oracle VM Serverに提示する新しいリポジトリが用意されました。Oracle VM Serverでのリポジトリの使用を有効化するには、Oracle VM Serverに対してリポジトリを提示する必要があります。





	
Oracle VM Serverを選択して、「サーバー」フィールドから「サーバーに提示」フィールドへ移動してから、「終了」をクリックします。

リポジトリは、「リポジトリ」タブにリストされます。




詳細は、Oracle VMユーザーズ・ガイド、リリース3.0.3の第4章「ストレージの管理」を参照してください。






2.2.2.6 仮想マシンの作成

仮想マシンの作成には、仮想テンプレートを使用します。テンプレートから仮想マシンを作成するプロセスは、クローニングと呼ばれています。仮想マシンを作成する前に、次のリソースが使用できることを確認してください。

	
サーバー・プール


	
Oracle VM Server


	
VMテンプレート




テンプレートから仮想マシンを作成するプロセスは、次の手順からなります。

	
第2.2.2.6.1項「VMテンプレートのダウンロード」


	
第2.2.2.6.2項「Oracle VM ServerへのVMテンプレートのインポート」


	
第2.2.2.6.3項「VMテンプレートからの仮想マシンの作成」






2.2.2.6.1 VMテンプレートのダウンロード

VMテンプレートをダウンロードするには、次の手順を実行します。

	
次のリンクのOracle Software Delivery Cloud Webサイトに移動します。

http://edelivery.oracle.com


	
Exalytics Oracle VM Template 2.0.1.1.0 for Exalytics Oracle VM x86-64をダウンロードして、Webサーバーに保存します。









2.2.2.6.2 Oracle VM ServerへのVMテンプレートのインポート

テンプレートをダウンロードしたら、Oracle VM Serverにインポートします。

Oracle VM ServerにVMテンプレートをインポートするには、次の手順を実行します。

	
Oracle VM Serverにログオンします。


	
左側のペインで、「ホーム」→「サーバー・プール」を選択します。


	
「テンプレート」タブを選択します。


	
「テンプレートのインポート」をクリックして、「テンプレートのインポート」ダイアログを表示します。


	
リポジトリとOracle VM Serverを選択し、WebサーバーにダウンロードしたVMテンプレートのURLまたはFTPサーバーを入力します。


	
「OK」をクリックして、VMテンプレートをインポートします。









2.2.2.6.3 VMテンプレートからの仮想マシンの作成

Oracle VM Serverにテンプレートをインポートしたら、そのテンプレートを使用して仮想マシンを作成します。




	
注意:

Oracle VM Managerを使用して、必要なサイズの仮想ディスクを大きいほうのリポジトリに作成することをお薦めします。これらの仮想ディスクを、システムにデプロイされている仮想マシンと関連付けます。仮想ディスクには、Exalyticsソフトウェアや、Exalytics Machineに関連付けられている様々なファイルをインストールするための十分な容量が確保されています。









VMテンプレートから仮想マシンを作成するには、次の手順を実行します。

	
Oracle VM Serverにログオンします。


	
左側のペインで、「ホーム」→「サーバー・プール」を選択します。


	
「テンプレート」タブを選択します。


	
クローニングするテンプレートを選択し、仮想マシンまたはテンプレートのクローニングをクリックして「仮想マシンのクローニング」または「テンプレート」ダイアログを表示します。


	
次の手順を実行します。

	
クローン・タイプの選択で、単純クローンを選択します。


	
ターゲット・クローン・タイプで、「仮想マシン」を選択します。


	
仮想マシンの名前と説明を入力します。


	
「ターゲット・サーバー・プール」リストで、サーバー・プールを選択します。





	
「OK」をクリックします。

仮想マシンが作成され、いつでも構成できる状態になります。




詳細は、Oracle VMユーザーズ・ガイド、リリース3.0.3の第7章「仮想マシンの管理」を参照してください。








2.2.2.7 仮想マシンの保守

この項には次のトピックが含まれます:

	
第2.2.2.7.1項「仮想マシンの構成と起動」


	
第2.2.2.7.2項「仮想マシン上のネットワークの構成」


	
第2.2.2.7.3項「仮想マシン上のSWAPの構成」






2.2.2.7.1 仮想マシンの構成と起動

仮想マシンはOracle VM Managerから起動します。

仮想マシンを構成して起動するには、次の手順を実行します。

	
Oracle VM Managerにログオンします。


	
左側のペインで、「ホーム」を選択します。


	
仮想マシンが常駐するサーバー・プールを選択します。


	
仮想マシンを右クリックして、「編集」を選択します。

「仮想マシンの変更」画面が表示されます。


	
「構成」タブを選択します。


	
仮想マシンの必要な構成を選択して、「OK」をクリックします。


	
「ネットワーク」タブを選択します。


	
VNICを選択して仮想マシンに割り当てた後、「OK」をクリックします。


	
「ディスク」タブを選択します。


	
仮想ディスクを選択して仮想マシンに割り当てます。


	
仮想マシンを右クリックして、「起動」を選択します。

仮想マシンが起動します。




詳細は、Oracle VMユーザーズ・ガイド、リリース3.0.3の第7章「仮想マシンの管理」を参照してください。






2.2.2.7.2 仮想マシン上のネットワークの構成

仮想マシンを起動したら、仮想マシン上のネットワークを構成して、仮想マシンがネットワークにアクセスできるようにします。

仮想マシン上のネットワークを構成するには、次の手順を実行します。

	
Oracle VM Serverにログオンします。


	
次のコマンドを入力します。

xm list

仮想マシンのDomain-0およびUUID番号が表示されます。


	
次のコマンドを実行します。

xm console <UUID_NUMBER_FOR_VIRTUAL_MACHINE>

仮想マシンのコンソールが表示されます。


	
デフォルトのパスワード「ovsroot」を使用して、rootユーザーとしてログインします。


	
次のコマンドを入力します。

system-config-network


	
次の情報を入力して、eth0デバイスを編集します。

	
IPアドレス


	
ネットマスク


	
ゲートウェイ


	
DNS設定





	
保存と終了をクリックします。


	
次のコマンドを実行して、ネットワーク構成をリロードします。

service network reload


	
/etc/hostsファイルを編集して、マシン名とIPアドレスを追加します。









2.2.2.7.3 仮想マシン上のSWAPの構成

仮想マシンを最初に再起動する際には、スワップが正しく構成されていない可能性があります。必要に応じて、正しいスワップを構成してください。

仮想マシンにSWAPを構成するには、次の手順を実行します。

	
/etc/fstabファイルの最後に、次の行があることを確認します。

LABEL=SWAP-VM swap swap defaults 0 0


	
/etc/fstabファイルの最初のエントリがLABEL=SWAP-hda3の場合、次のようにファイルを編集します。

LABEL=SWAP-VM


	
スワップ・デバイスを使用可能にするには、次のコマンドを実行します。

swapon-a


	
スワップが構成されていることを確認するには、次のコマンドを実行します。

swapon-s















2.3 仮想マシンへのExalyticsソフトウェアのインストールと構成

仮想マシンにExalyticsソフトウェアをインストールするプロセスは、Exalytics Machineにそのソフトウェアをインストールする場合と同じですが、仮想マシンではExalyticsメモリー全体にアクセスできない点が異なります。共有メモリー関連のカーネル・パラメータを設定する場合や大きなページを作成する場合は、この制限を念頭に置いてください。

Oracle Business IntelligenceとOracle TimesTenを1つの仮想マシンに、Oracle Essbase(デプロイされている場合)をもう1つの仮想マシンにインストールします。

この項の内容は次のとおりです。

	
第2.3.1項「仮想マシンにExalyticsソフトウェアをインストールして構成する際の前提条件」


	
第2.3.2項「仮想マシンへのExalyticsソフトウェアのインストールと構成」






2.3.1 仮想マシンにExalyticsソフトウェアをインストールして構成する際の前提条件

Exalyticsソフトウェアを仮想マシンにインストールする前に、次の前提条件を満たす必要があります。

	
仮想マシンを作成していること。Oracle Essbaseをデプロイする場合、2つの仮想マシンを作成したはずです。


	
RAID5に仮想ディスクを作成した後、仮想マシンに関連付けていること。









2.3.2 仮想マシンへのExalyticsソフトウェアのインストールと構成

この項の内容は次のとおりです。

	
第2.3.2.1項「/u01パーティションの作成とマウント」


	
第2.3.2.2項「Oracleユーザーの変更および権限の付与」


	
第2.3.2.3項「Oracle Business IntelligenceおよびOracle TimesTenのインストール」


	
第2.3.2.4「Oracle Essbaseのインストール」






2.3.2.1 /u01パーティションの作成とマウント

Exalyticsソフトウェアをインストールするには、まず仮想ディスクに/u01パーティションを作成してマウントする必要があります。

/u01パーティションを作成してマウントするには、次の手順を実行します。

rootユーザーとしてログインしたら、次のようなコマンドを使用して仮想ディスク上に/u01ディレクトリを構成します。

	
パーティションを作成するには、次のコマンドを入力します。

parted /dev/xvdb

GNU Parted 1.8.1

Using /dev/xvdb

Welcome to GNU Parted! Type 'help' to view a list of commands.

(parted) mklabel msdos

(parted) mkpart primary 0 1600GB

(parted) print

Model: Xen Virtual Block Device (xvd)

Disk /dev/xvdb: 1600GB

Sector size (logical/physical): 512B/512B

Partition Table: msdos

Number Start End Size Type File system Flags

1 32.3kB 1600GB 1600GB primary

(parted) quit


	
論理ボリュームを作成するには、次のコマンドを入力します。

lvm pvcreate /dev/xvdb1

Physical volume "/dev/xvdb1" successfully created

lvm vgcreate VolGroup01 /dev/xvdb1

Volume group "VolGroup01" successfully created


	
VolGroup01の使用されていないエクステントを表示するには、次のコマンドを入力します。

vgs -o +vg_free_count,vg_extent_count

VG #PV #LV #SN Attr VSize VFree Free Ext

VolGroup01 1 0 0 wz--n- 1.46T 1.46T 381469 381469

lvm lvcreate --extents 381469 --name LogVol00 VolGroup01

Logical volume "LogVol00" created


	
ファイル・システムを作成するには、次のコマンドを入力します。

mkfs.ext3 /dev/VolGroup01/LogVol00


	
次の行を/etc/fstabファイルに追加します。

/dev/VolGroup01/LogVol00 /u01 ext3 defaults 0 0


	
ディレクトリをマウントするには、次のコマンドを入力します。

mkdir /u01

mount /u01


	
次のコマンドを入力して、パーティションが作成されたことを確認します。

df –lh









2.3.2.2 Oracleユーザーの変更および権限の付与

VMテンプレートには、オペレーティング・システムのユーザー名として「oracle」が含まれています。このユーザー名を「oinstall」グループに関連付けてから、そのパスワードを作成します。

Oracleユーザーを変更して権限を付与するには、次の手順を実行します。

rootとして、次の操作を実行します。

	
次のコマンドを入力して、ユーザー名「oracle」をグループ「oinstall」に関連付けてからパスワードを作成します。

groupadd oinstall

usermod –g oinstall oracle

passwd oracle


	
次のコマンドを入力して、ソフトウェアのインストール先である/u01ドライブに対する権限を付与します。

chown oracle:oinstall /u01

chmod 775 /u01


	
仮想マシンでVNCサーバーを起動します。









2.3.2.3 Oracle Business IntelligenceおよびOracle TimesTenのインストール

Oracle Business IntelligenceおよびOracle TimesTenをインストールするには、次の手順を実行します。

	
仮想マシンに接続します。


	
次の場所にあるOracle Software Delivery Cloudで、Linux X86-64用Oracle Business Intelligenceソフトウェアの下のOracle Exalyticsのメディア・パックから、次の必要なソフトウェア・インストーラをダウンロードします。

http://edelivery.oracle.com/

	
Oracle BI Enterprise Editionリリース11.1.1.6.0


	
適切なOracle BI EEリリースに対応するリポジトリ作成ユーティリティ


	
Oracle WebLogic Serverリリース10.3.6





	
次の場所にあるOracle Software Delivery Cloudで、Linux X86-64用Oracle Business Intelligenceソフトウェアの下のOracle Exalyticsのメディア・パックから、Oracle TimesTen 11.2.2.3をダウンロードします。

http://edelivery.oracle.com/

Oracle Business IntelligenceおよびOracle TimesTenのインストール方法の詳細は、第3章「Exalytics Machineへのソフトウェアのインストール」を参照してください。









2.3.2.4 Oracle Essbaseのインストール

Oracle Essbaseをデプロイする場合は、Oracle Essbaseを別の仮想マシンにインストールします。

Oracle Essbaseをインストールするには、次の手順を実行します。

	
仮想マシンに接続します。


	
次のリンクのOracle Software Delivery Cloud Webサイトに移動します。

http://edelivery.oracle.com


	
製品パックは、Oracle Enterprise Performance Systemを選択します。


	
プラットフォームは、Linux x86-64を選択します。


	
「実行」をクリックします。


	
Oracle Enterprise Performance Management System Media Pack 11.1.2.2.0 for Linux x86-64を選択し、ダウンロードします。


	
Oracle Essbaseをダウンロードします。次のものが含まれます。

	
システム構成者


	
Foundation Services


	
Essbaseおよび静的コンテンツ





	
MW_HOMEディレクトリでZipファイルを解凍します。


	
ファイルの解凍先フォルダ(MW_HOME)に移動し、次のコマンドを実行してOracle Essbaseをインストールします。

./installTool.sh


	
MW_HOME/EPMSystem11R1/common/config/11.1.2.0に移動します。


	
次のコマンドを実行して、ドメインを作成します。

./configtool.sh




詳細は、次のリンク先のOracle Enterprise Performance Management Systemインストレーションおよび構成ガイド、リリース11.1.2.2を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E17236_01/epm.1112/epm_install_1112200.pdf













3 Exalytics Machineへのソフトウェアのインストール


この章では、Exalytics Machineにソフトウェアをインストールする方法について説明します。インストール・スクリプトを使用すると、Oracle Business IntelligenceおよびOracle TimesTenがインストールされ、両コンポーネントが相互に通信するように構成されて、単一ノードのOracle Exalyticsシステムをほぼ自動的に作成できます。

この章では、次の項目について説明します。

	
第3.1項「Exalytics Machineにソフトウェアをインストールする前の作業」


	
第3.2項「ソフトウェアのインストール」


	
第3.3項「インストール・プロセスおよび構成プロセスのトラブルシューティング」






3.1 Exalytics Machineにソフトウェアをインストールする前の作業

Exalytics Machineにソフトウェアをインストールする前に、次の項を確認してください。

	
第3.1.1項「確認するドキュメント」


	
第3.1.2項「Exalytics Machineにインストールするための前提条件」






3.1.1 確認するドキュメント

Exalytics Machineにソフトウェアをインストールする準備ができたら、次の作業を実行します。

	
『Oracle Fusion Middlewareリリース・ノート』のOracle Business Intelligenceに関する章を確認し、実際のOracle Business Intelligenceの機能とそのドキュメントに記載されている機能の違い、および現在のリリースに該当するその他の問題について理解します。


	
Oracle TimesTen In-Memory Databaseリリース・ノートを確認し、実際のOracle TimesTenの機能とそのドキュメントに記載されている機能の違い、および現在のリリースに該当するその他の問題について理解します。


	
『Oracle Exalytics In-Memory Machineオーナーズ・ガイド』を確認して、データ・センターでExalytics Machineが正しく構成およびコミッショニングされているか確認します。


	
第1章「インストールの概要」を確認し、Exalytics Machinへのソフトウェアのインストールに関連するオプションおよびアーキテクチャについて理解します。









3.1.2 Exalytics Machineにインストールするための前提条件

Oracle Business IntelligenceをExalytics Machineにインストール前に、次の前提条件を満たす必要があります。

	
Exalytics Machineがラックに設置され、データ・センターに配備されている。


	
Exalytics Machineがベース・オペレーティング・システムでファクトリに構成されている。

支援が必要な場合、Exalytics Machineへのソフトウェアのインストールについて問合せ可能なAdvanced Customer Servicesが用意されています。


	
ネットワーク構成スクリプトが実行されており、ネットワークからコンピュータにアクセス可能である。


	
サポートされているデータベースが使用可能で(Oracle Exalytics上でない)、かつExalytics Machineからアクセス可能であり、ソフトウェアのインストールに必要な、インストール処理の一部として作成するスキーマをホストする。インストール中はデータベースが稼働しており、セキュリティ上の目的でデータベースが強化されていないことを確認してください。強化されたデータベースへのOracle Business Intelligenceのインストールはサポートされていません。

データベースの強化の詳細は、Oracle Database Vault管理者ガイドを参照してください。


	
必要なパッケージをダウンロードするためにコンピュータ(Exalytics Machineとは限りません)からインターネットにアクセスする権限を持っている。











3.2 ソフトウェアのインストール

Exalytics Machine上へのソフトウェアのインストールは、手動の手順と自動化されたスクリプトで構成されます。インストール・スクリプトを使用すると、Oracle BI EE (ソフトウェアのみのインストール)およびOracle TimesTen In-Memory Databaseがインストールされ、両コンポーネントが相互に通信するように構成されて、単一ノードのOracle Exalyticsシステムをほぼ自動的に作成できます。

この処理を実行する場合は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceインストレーション・ガイド』のソフトウェアのみのインストールに関する項を参照してください。

この処理の手順は次のとおりです。

	
第3.2.1項「手順1: オペレーティング・システム上のグループおよびユーザーの作成」


	
第3.2.2項「手順2: Oracle TimesTenのインベントリの作成」


	
第3.2.3項「手順3: Oracle TimesTenのリソース制限の設定」


	
第3.2.4項「手順4: /u01パーティションの作成」


	
第3.2.5項「手順5: ディレクトリ構造へのOracleファイルのダウンロード」


	
第3.2.6項「手順6: データベース・スキーマの作成」


	
第3.2.7項「手順7: プロパティ・ファイルの編集」


	
第3.2.8項「手順8: インストール・スクリプトを実行する準備」


	
第3.2.9項「手順9: チェックリストの確認」


	
第3.2.10項「手順10: スクリプトの実行」


	
第3.2.11項「手順11: インストールの検証」






3.2.1 手順1: オペレーティング・システム上のグループおよびユーザーの作成

オペレーティング・システム上でユーザーを作成し、「oracle」などの名前と適切なパスワードを指定して、グループ名に「oinstall」などの名前を付けます。このユーザーおよびグループを作成するためのサンプル・コマンドを次に示します。


groupadd oinstall
useradd -g oinstall oracle


この項内の手順では、ユーザーに「oracle」、グループに「oinstall」という名前を付けることを前提とします。






3.2.2 手順2: Oracle TimesTenのインベントリの作成

rootユーザーとしてログインした後に、次のコマンドを入力してOracle TimesTenのインベントリを作成します。


mkdir /etc/TimesTen
chmod 770 /etc/TimesTen
chgrp oinstall /etc/TimesTen
touch /etc/TimesTen/instance_info
chmod 770 /etc/TimesTen/instance_info
chgrp oinstall /etc/TimesTen/instance_info


このスクリプトを実行するグループに、/etc/TimesTenディレクトリへの書込み権限があることを確認してください。






3.2.3 手順3: Oracle TimesTenのリソース制限の設定

Oracle TimesTenのリソース制限を設定するには:

	
/etc/security/limits.confファイルに、次の変更および追加を行います。


*       hard nofile 131072
*       soft nofile 131072
*       hard memlock unlimited
*       soft memlock unlimited
*       hard core unlimited
*       soft core unlimited
*       hard nproc 131072
*       soft nproc 131072


	
/etc/sysctl.confファイルで、次の共有メモリーのカーネル設定を行います。


kernel.shmmax = 1099511627776
kernel.shmall = 4294967296
kernel.shmmni = 4096


	
/etc/sysctl.confファイルで、次のセマフォの設定を行います。

kernel.sem = 2048 64000 256 64


	
マシンを再起動するか、rootユーザーとして次のコマンドを実行します。

/sbin/sysctl -p









3.2.4 手順4: /u01パーティションの作成

/u01パーティションを作成するには:

	
rootユーザーとしてログインしたら、次のようなコマンドを使用してハードディスク上に/u01ディレクトリを構成します。


# parted /dev/sdb 
 
(parted) mklabel msdos 
(parted) mkpart 
Primary/extended? Primary 
File system type?  [ext2]? ext3 
Start? 0 
End? 1797GB 
(parted) quit 
 
# mkfs.ext3 /dev/sdb1 
# mount /dev/sdb1 /u01


	
次の行を/etc/fstabファイルに追加します。

/dev/sdb1 /u01 ext3 defaults 1 2


	
コンピュータを再起動します。


	
次のコマンドを入力して、パーティションが作成されたことを確認します。

df –lh









3.2.5 手順5: ディレクトリ構造へのOracleファイルのダウンロード

ディレクトリ構造にファイルをダウンロードするには:

	
次の場所にあるOracle Software Delivery Cloudで、Linux X86-64用Oracle Business Intelligenceソフトウェアの下のOracle Exalyticsのメディア・パックおよびパッチから、次の必要なソフトウェア・インストーラをダウンロードします。

http://edelivery.oracle.com/

	
Oracle BI Enterprise Editionリリース11g


	
適切なOracle BI EEリリースに対応するリポジトリ作成ユーティリティ


	
Oracle TimesTenリリース11g


	
Oracle WebLogic Serverリリース10g




最新のOracle Exalyticsパッチのダウンロードおよび適用の詳細は、第7章「パッチ適用」を参照してください。


	
ソフトウェア・インストール・プログラムをステージングするために、Oracle Exalyticsソフトウェアのインストールを所有するユーザーとしてディレクトリ構造を作成します。ユーザー名を「oracle」、ホーム・ディレクトリを「/home/oracle」とすると、次のような構造になります。

	
/home/oracle/EXALYTICS_RCU

リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)のrcuHome.zipファイルを、このディレクトリにコピーして解凍します。


	
/home/oracle/EXALYTICS_INSTALLERS/bi

Oracle BI EEインストールZIPファイルをこのディレクトリにコピーして、次のコマンドを使用してそれを解凍します。-qパラメータを指定すると、コンソールに送信される出力行数が削減されます。

unzip -q '*.zip'

解凍処理を行うと、bishiphomeというサブディレクトリが作成されます。この中には、さらにサブディレクトリDisk1からDisk5が含まれます。


	
/home/oracle/EXALYTICS_INSTALLERS/tt

Exalytics用TimesTen配信ファイルをこのディレクトリにコピーしますが、解凍はしません。このファイルの拡張子は、.zipや.tar.gzなどです。インストール・スクリプトが、このいずれかの拡張子のファイルに対処します。


	
/home/oracle/EXALYTICS_INSTALLERS/wls

64ビットLinux上でOracle WebLogic Server用のZIPファイルを取得して、wls1036_linux64.binなどの名前のファイルをこのディレクトリに抽出します。このファイルを実行できない場合、次のようなコマンドを使用して実行できるようにします。

chmod +x wls1036_linux64.bin


	
/home/oracle/EXALYTICS_INSTALL_LOG

インストール・スクリプトでは、このディレクトリをインストールからのログ・ファイルの保存に使用します。これらのログ・ファイルは、第3.3項「インストール・プロセスおよび構成プロセスのトラブルシューティング」で説明されているように、トラブルシューティングに使用します。


	
/u01/app/oracle/product/fmw

インストール・スクリプトは、このディレクトリをOracle BI EEインストールのターゲット・ディレクトリとして使用します。このディレクトリはMiddlewareホームと呼ばれています。このマニュアルでは、このディレクトリをEXALYTICS_MWHOMEと呼びます。


	
/home/oracle/EXALYTICS_INSTALL_TEMP

インストール・スクリプトでは、このディレクトリを一時ファイルの保存に使用します。












3.2.6 手順6: データベース・スキーマの作成

『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceインストレーション・ガイド』のリポジトリ構成ユーティリティ(RCU)を使用したデータベース・スキーマの作成に関する項の説明に従ってください。

最初にデータベースで、必要なOracle Business Intelligenceスキーマを作成する必要があります(データベースを強化しないでください)。適切な権限とデータを持つこれらのスキーマを作成するには、リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)というツールを使用します。

RCUを使用する前に、Oracle Fusion Middlewareのシステム要件のドキュメントで、リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)の要件に関する項を確認してください。

http://www.oracle.com/technetwork/software/products/ias/files/fusion_requirements.htm

この項には、システムおよびコンポーネント固有のデータベースの要件に関する重要な情報が記載されています。これらの要件は、RCUを実行する前に満たしておく必要があります。

必ず次の詳細を記録してください。後でインストール処理に使用します。

	
データベース接続の詳細(次の形式):

host-name:port-number:service-name


	
作成したスキーマの名前およびパスワード(prefix_BIPLATFORMやprefix_MDSなどの名前)。









3.2.7 手順7: プロパティ・ファイルの編集

インストール・スクリプトで使用する値を含むプロパティ・ファイルを慎重に編集します。このファイルの名前はbim-setup.propertiesで、次のディレクトリに保存されています。

/home/oracle/EXALYTICS_INSTALLERS/bi/bishiphome/Disk1/bimachine/scripts

ファイルを編集する際は、次の点に注意してください。

	
ファイルの各行では、スペルおよび大文字/小文字の区別を正しく使用してください。


	
ファイルには、システムに最適な値を編集する方法の詳細がコメントで説明されています。


	
ファイルでは、bim.bi.wls.admin.portおよびbim.bi.wls.managed.portの各プロパティを介して管理サーバーおよび管理対象サーバーに使用するポート番号を指定します。このファイルでポート番号を指定する前に、ポートが空で占有されていないことを確認してください。インストール・スクリプトは、bim-setup.propertiesファイルからstaticports.iniファイルに値を渡します。

staticports.iniファイルは次のディレクトリにあります。

/home/oracle/EXALYTICS_INSTALLERS/bi/bishiphome/Disk1/bimachine/scripts/templates/staticports.ini

staticports.iniファイルは手動で編集しないでください。


	
次のプロパティ・ファイルでbim.mw.homeディレクトリとして使用される空のディレクトリが、ファイル・システムに存在することを確認してください。


	
このリリースでは、システムのルート・ディレクトリにリポジトリ作成ユーティリティまたはパッチ用のサブディレクトリを配置する必要はありません。


	
RCUで作成したスキーマで使用する接続文字列の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceインストレーション・ガイド』のデータベース接続文字列の指定に関する項を参照してください。




プロパティ・ファイルの内容は次のとおりです。


#########################################################
# Exalytics Machine Properties
#########################################################
 
#########################################################
[Generic properties to be used across all the Oracle Products]
#bim.installers.root=The directory should contain following directories [bi, rcu, tt, wls, patches].
#bim.mw.home=This directory has all the Oracle Software binaries installed such as bi, wlserver_10.3, tt and so on.
#The directory of bim.mw.home should be a mounted drive so that Oracle bits can be moved to shared storage later for scale out.
#bim.temp.dir=This directory is used for Oracle Software installation/configuration.
#bim.orainst.loc=The location of oraInst.loc to use. If not set, /etc/oraInst.loc assumed.
 
#########################################################
bim.installers.root=/home/oracle/EXALYTICS_INSTALLERS
bim.mw.home=/u01/app/oracle/product/fmw
bim.temp.dir=/home/oracle/EXALYTICS_INSTALL_TEMP
bim.orainst.loc=/etc/oraInst.loc
 
#########################################################
# [RCU/BI specific properties]
#bim.db.connectionstring=Oracle Database connection string in the format of hostname:port:service
#bim.db.bi.schema.user=Schema User for BIPLATFORM
#bim.db.bi.schema.pwd=Password for the bim.db.bi.schema.user
#bim.db.mds.schema.user=Schema User for MDS
#bim.db.mds.schema.pwd=Password for the bim.db.mds.schema.user
#########################################################
 
#bim.db.type=Database type. Specify one of ORACLE, SQLSERVER or IBMDB2. The default is ORACLE.
bim.db.type=
bim.db.connectionstring=IP-address
bim.db.bi.schema.user=EX111111_BIPLATFORM
bim.db.bi.schema.pwd=welcome1
bim.db.mds.schema.user=EX111111_MDS
bim.db.mds.schema.pwd=welcome1
 
#########################################################
# [BI specific properties]
#bim.bi.domain.host=
#bim.bi.domain.admin.user=
#bim.bi.domain.admin.pwd=
#bim.bi.wls.admin.port=
#bim.bi.wls.managed.port=
 
#########################################################
bim.bi.domain.host=host-name
bim.bi.domain.admin.user=biadmin
bim.bi.domain.admin.pwd=welcome1
bim.bi.wls.admin.port=7001
bim.bi.wls.managed.port=9704
 
#########################################################
# [etc properties]
#bim.install.log.dir=The location of log files being generated during installation.
 
#########################################################
bim.install.log.dir=/home/oracle/EXALYTICS_INSTALL_LOG






3.2.8 手順8: インストール・スクリプトを実行する準備

インストール・スクリプトの実行を準備するには:

	
Apache Antソフトウェアをダウンロードします。これはインストール・スクリプトに必要です。次の場所から「.zip」アーカイブを使用してAntのリリース1.8.2をダウンロードします。

http://ant.apache.org


	
/home/oracle/ANT/apache-ant-1.8.2などの名前のディレクトリにこのファイルを解凍して、Apache Antソフトウェアをインストールします。


	
次のサンプル・コマンドで示すように、Oracle Exalyticsインストール・スクリプトのコールに使用するシェルで、ANT_HOMEおよびPATH環境変数を構成します。シェル(cshなど)を起動して適切な環境変数を設定し、その同じセル・セッション内でインストール処理に関連するその他すべてのコマンドを入力します。


setenv ANT_HOME /home/oracle/ANT/apache-ant-1.8.2
setenv PATH $ANT_HOME/bin:$PATH


	
Java開発者キット(JDK)をダウンロードします。これはインストール・スクリプトに必要です。Linux 64ビット用のJDK 6 Update 29は、次の場所からダウンロードできます。

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html


	
JDKディストリビューション・インストーラを、次のような名前のディレクトリにコピーします。

/home/oracle/JDK

次のようにコマンドを入力して、JDKをインストールします。

./jdk-6u29-linux-x64.bin

このコマンドを実行すると、次のような名前のディレクトリが作成されます。

/home/oracle/JDK/jdk1.6.0_29


	
Apache Antの環境変数を作成した同じシェル・セッションで、次の例に示すようにJDKのJAVA_HOMEおよびPATH変数を構成します。


setenv JAVA_HOME /home/oracle/JDK/jdk1.6.0_29
setenv PATH $JAVA_HOME/bin:$PATH


	
インストール・プログラムは、Oracleインベントリ・ディレクトリを使用して、コンピュータにインストールされているすべてのOracle製品を追跡します。インベントリ・ディレクトリは、oraInst.locという名前のファイルに格納されます(UNIXおよびLinux)。次の手順に従って、Oracle Business Intelligence用のOracle Universal Installerのインベントリを作成します。この手順では、Oracle Inventoryは/home/oracle/oraInventoryディレクトリに存在するものとします。また、ソフトウェアをインストールするユーザーのグループ、およびソフトウェアをインストールする場所を所有するユーザーのグループを「oinstall」とします。

	
環境変数を作成したシェル・セッションで、rootユーザーとしてログインします。


	
次のコマンドを入力します。


cd /etc
touch oraInst.loc


	
テキスト・エディタを使用して、oraInst.locファイルに次の行を追加します(使用するグループ名は「oracle」とします)。


inventory_loc=/home/oracle/oraInventory
inst_group=oinstall





	
注意:

oraInst.locファイルの編集時には注意を払ってください。特に、inventory_locを指定するディレクトリ名の末尾に余分なスペースを入れないようにしてください。余分なスペースを入れると、同じ名前で2つのインベントリ・ディレクトリが作成される場合があります。あるいは、インストレーション・スクリプトを実行する際、権限に関するエラー・メッセージを受ける場合もあります。










	
oraInst.locファイルを保存します。


	
同じシェル・セッション内で次のコマンドを入力して、「oinstall」グループをoraInst.locファイルの所有者にします。


chown oracle:oinstall oraInst.loc
chmod 664 oraInst.loc












3.2.9 手順9: チェックリストの確認

スクリプトを実行する前に、次のチェックリストの項目を確認してください。

	
インベントリが/etcディレクトリに作成されており、oraInventoryディレクトリが/home/oracleディレクトリに作成されている(ユーザー名が「oracle」の場合)。


	
リポジトリ作成ユーティリティで適切なスキーマが作成されており、そのスキーマが含まれるデータベースが使用可能である。


	
適切なディレクトリ構造が作成されており、その構造の中に適切なファイルがダウンロードされて解凍されている。


	
必要な場所に実行可能権限が付与されるように(Oracle WebLogic Serverなどの)インストーラ・ファイルが設定されている。(この権限は、ファイルをそのディレクトリ構造にコピーしても、自動的には適用されません。)


	
スクリプトのプロパティ・ファイルを慎重に編集して、エラーがないことを確認している。


	
ANTおよびJDKコンポーネントがインストールされ、その環境変数が正しく設定されている。









3.2.10 手順10: スクリプトの実行

スクリプトを実行するには:

	
第3.2.1項「手順1: オペレーティング・システム上のグループおよびユーザーの作成」で作成したユーザーとして、Exalytics Machineにログインします。


	
次のように、Oracle Exalyticsソフトウェアを含むディレクトリに変更します。

/home/oracle/EXALYTICS_INSTALLERS/bi/bishiphome/Disk1/bimachine


	
第3.2.8項「手順8: インストール・スクリプトを実行する準備」で使用したシェル・セッションを使用して、次のようにメイン・インストール・スクリプトsetup.shを実行します。

./setup.sh /home/oracle/EXALYTICS_INSTALLERS/bi/bishiphome/Disk1/bimachine/scripts/bim-setup.properties

第3.2.7項「手順7: プロパティ・ファイルの編集」で示したように、プロパティ・ファイルを更新する際は任意のディレクトリに保存して、インストール・スクリプトを実行する際にフルパス名を指定できます。







	
注意:

このインストール・スクリプトを実行しても、対話式のフィードバックや出力はなく、処理結果はログ・ファイルに書き込まれます。スクリプトが完了したか確認するには、スクリプトを実行したシェルに表示されるカーソルに注目します。









Oracle Exalyticsのインストーラ・スクリプトは、次のタスクを実行します。

	
Oracle WebLogic Serverをインストールします。


	
Oracle Business Intelligenceのソフトウェアのみのインストールを実行します。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceインストレーション・ガイド』のソフトウェアのみのインストールに関する項を参照してください。


	
BIドメインを作成します。


	
HardwareAcceleration MBean属性を有効にします。

この属性を変更する必要がある場合、第3.3.4項「HardwareAcceleration MBean属性の手動の設定」で説明されているように更新できます。


	
Oracle TimesTenをインストールします。


	
opmn.xmlファイルを変更して、Oracle TimesTenライブラリを指すように構成します。


	
Oracle TimesTenのsys.odbc.iniファイルおよびOracle Business Intelligenceのodbc.iniファイルで、Oracle TimesTenのDSNの詳細を構成します。









3.2.11 手順11: インストールの検証

インストールが成功したことを確認するには、Webブラウザを開いて次のURLの表示を試行します。次のURLでページが表示されて相互作用できたら、インストールは成功です。

	
Oracle BI Enterprise Edition:

http://server-name:9704/analytics


	
Oracle WebLogic Serverコンソール:

http://server-name:7001/console


	
Fusion Middleware Control:

http://server-name:7001/em











3.3 インストール・プロセスおよび構成プロセスのトラブルシューティング

この項では、次のトラブルシューティングに関する情報について説明します。

	
第3.3.1項「インストールの問題の解決」


	
第3.3.2項「ログ・ファイルの表示」


	
第3.3.3項「Exalytics Machineへのソフトウェアの再インストール」


	
第3.3.4項「HardwareAcceleration MBean属性の手動の設定」


	
3.3.5「追加情報」






3.3.1 インストールの問題の解決

Exalytics Machineへのソフトウェアのインストールに関してなんらかの問題が発生した場合は、次の項目を確認してください。

	
リポジトリ作成ユーティリティを実行してスキーマを作成したデータベースが稼働していることを確認します。


	
bim-setup.propertiesファイルの内容をチェックして、すべてのエントリが正確で、スペルに誤りがないことを確認します。


	
インストール・スクリプトが失敗した場合、次の手順を実行します。

	
Oracle TimesTenソフトウェアを削除します。


	
Oracle Business IntelligenceのMiddlewareホームを削除します。


	
第3.2.7項「手順7: プロパティ・ファイルの編集」で説明されているように、bim-setup.propertiesファイルの内容を確認します。

インストール処理時に、bim-setup.propertiesファイル内の特定のプロパティ(パスワードに関するプロパティなど)はセキュリティ上の理由で削除されます。インストール・スクリプトの実行を再試行する前に、ファイルが適切に編集されていることを確認してください。


	
インストール処理を再開します。












3.3.2 ログ・ファイルの表示

ソフトウェアをインストールしたら、/home/oracle/EXALYTICS_INSTALL_LOGおよび/home/oracle/oraInventory/logsディレクトリにあるOracle WebLogic Server、Oracle Business Intelligence、およびOracle TimesTenのログ・ファイルを確認できます。このファイルには、Oracle TimesTenであればtt_install.logなどの名前が付けられています。

ログ・ディレクトリにあるbim-setup.logファイルを開いて、インストール・スクリプトが実行したタスク・フローの一連の手順を確認します。Oracle Business Intelligenceの構成の詳細なログ・ファイルは、oraInst.locファイルで指定したoraInventoryの場所に保存されます。

インストール時にエラーが発生してスクリプトを複数回実行する場合、ログ・ファイルのコピーを保存して、それぞれのインストールの試行で上書きされないようにできます。保存するログ・ファイルは、wls_install.log、tt_install.log、およびbim-setup.logです。ファイルの保存には、次のいずれかの方法を使用できます。

	
インストール・スクリプトを実行する前に、bim-setup.propertiesファイルを使用してログ・ファイルの一意のディレクトリを指定します。


	
ZIPなどの圧縮ファイルにログ・ファイルを保存します。


	
個別のディレクトリを作成するか、ログ・ファイルのコピーを保存します。




Oracle Universal Installerが作成するログ・ファイルには、タイム・スタンプを含む一意の名前が付けられます。そのため、それらのファイルはインストールの試行ごとに上書きされません。






3.3.3 Exalytics Machineへのソフトウェアの再インストール

ソフトウェアは再インストールできます。Exalytics Machine上の、Oracle Business Intelligenceのインストールがすでに存在するディレクトリには、Oracle Business Intelligenceを再インストールできません。

前と同じディレクトリにOracle Business Intelligenceを再インストールするには:

	
第5章「Exalytics Machine上のソフトウェアの削除」で説明されているように、ソフトウェアを削除します。


	
コンピュータを再起動して、いずれかのプロセスが実行されていたら、それらを停止します。


	
リポジトリ作成ユーティリティを使用してBISHIPHOMEおよびMDSスキーマを作成した場合、それらのスキーマを削除するか、新しい接頭辞を使用してスキーマを作成します。


	
/etc/TimesTen/*ファイルを削除します。


	
この章に戻り、インストール手順を再度実行します。









3.3.4 HardwareAcceleration MBean属性の手動の設定

HardwareAcceleration MBean属性は、次の手順に示すように、Exalytics Machineを使用するかどうかを指定します。このMBean属性は、スクリプトを実行してExalytics Machine上にOracle Business Intelligenceをインストールするときに自動的に有効になります。このMBean属性は、NQSConfig.iniファイルのORACLEHARDWAREACCELERATIONパラメータ、およびinstanceconfig.iniファイルのOracleHardwareAcceleration要素を設定します。

システムMBeanブラウザを使用してExalytics Machineの使用を指定するには:

	
Fusion Middleware Controlの「ナビゲータ」ウィンドウで、WebLogicドメイン・フォルダおよびbifoundation_domainノードを開きます。


	
「AdminServer」ノードを右クリックして「システムMBeanブラウザ」を選択します。


	
「アプリケーション定義のMBeans」を開いて、「oracle.biee.admin」を開いてから、ドメイン: bifoundation_domainを開きます。


	
次のようにドメインをロックします。

	
「BIDomain」を開いて、group=ServiceというBIDomain MBeanを選択します。


	
「操作」タブを表示します。


	
「ロック」リンクをクリックします。





	
同じMBeanの「属性」タブを表示します。


	
HardwareAcceleration属性が「true」に設定されていることを確認します。


	
変更を適用した後に、「操作」タブを表示してコミット操作のいずれかをクリックし、ドメインのロックを解除します。


	
Oracle Business Intelligenceを再起動します。









3.3.5 追加情報

詳細は、次を参照してください。

	
第8.4項「高可用性デプロイメントのトラブルシューティング」


	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceインストレーション・ガイド』のインストール・プロセスおよび構成プロセスのトラブルシューティングに関する項














4 インストール後の作業


この章では、Exalytics Machineにソフトウェアをインストールした後に実行する作業について説明します。第8章「高可用性を実現するためのOracle Exalyticsのデプロイ」で説明しているように、インストール後の作業は、複数のコンピュータにデプロイするかどうかによって異なります。この作業には、ファイルの更新およびODBC接続の構成が含まれます。

単一ノードでのインストールの場合、半自動化されたインストール・スクリプトで多くの構成作業を実行します。複数ノード・システムの場合、構成作業を手動で実行する必要があります。この章の各項では、それぞれの作業を実行するコンピュータを示します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第4.1項「Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールのインストールおよびアンインストール」


	
第4.2項「boot.propertiesファイルの作成」


	
第4.3項「Exalytics Machineのコンポーネントの起動と停止」


	
第4.4項「Oracle TimesTenのデーモン構成スクリプトの実行」


	
第4.5項「サーバー上のメモリー設定の構成」


	
第4.6項「Oracle TimesTen In-Memory Databaseのインスタンス化」


	
第4.7項「Oracle Business IntelligenceからOracle TimesTenへのODBC接続の構成」


	
第4.8項「Oracle BIリポジトリの物理レイヤーへのOracle TimesTenインスタンスのマッピング」


	
第4.9項「BI Composer for Oracle BI EEのインストールと構成」


	
第4.10項「IBM DB2またはMicrosoft SQL ServerのためのDSNの作成」


	
第4.11項「マルチバイト・データをサポートするようなIBM DB2の構成」


	
第4.12項「Oracle BI Publisherのサンプル・レポートの構成」


	
第4.13項「SampleAppLite.rpdでのデフォルト・パスワードの変更」






4.1 Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールのインストールおよびアンインストール

クラスタ内のコンピュータの台数にかかわらず、この作業を1回実行します。

Windowsコンピュータに、Oracle Business Intelligence管理ツール、Oracle Business Intelligenceジョブ・マネージャおよびOracle Business Intelligenceカタログ・マネージャをインストールする必要があります。『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceインストレーション・ガイド』のOracle Business Intelligenceクライアント・ツールのインストールおよびアンインストールに関する項を参照してください。






4.2 boot.propertiesファイルの作成

クラスタ内の各コンピュータでこの作業を実行します。

boot.propertiesファイルの作成の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceエンタープライズ・デプロイメント・ガイド』のAPPHOST1上の管理サーバーのboot.propertiesの作成に関する項を参照してください。






4.3 Exalytics Machineのコンポーネントの起動と停止

クラスタ内の各コンピュータでこの作業を実行します。

構成の変更を行ったら、コンポーネントを停止してから起動して、その変更を有効にします。

Exalytics Machineでコンポーネントを停止するには:

	
Fusion Middleware Controlにログインして、すべてのOracle Business Intelligenceシステム・コンポーネントを停止します。


	
ノード・マネージャを停止します。psコマンドを使用してプロセスIDを検索してから、killコマンドを使用してノード・マネージャを停止します。


	
次のコマンドを入力して、OPMNを停止します。


cd /EXALYTICS_MWHOME/instances/instance1/bin
./opmnctl stopall


	
Oracle TimesTenサーバーを停止します。『Oracle TimesTen In-Memory Databaseオペレーション・ガイド』のTimesTenサーバーの実行に関する項を参照してください。




Exalytics Machineでコンポーネントを起動するには:

	
次のディレクトリに移動します。

/EXALYTICS_MWHOME/user_projects/domains/bifoundation_domain


	
次のコマンドを使用して、Oracle WebLogic Serverを起動します。

nohup ./startWebLogic.sh &


	
ノード・マネージャおよびOPMNが起動されていない場合は、コマンドラインを使用してそれらを起動します。


	
Oracle WebLogic Serverコンソールにログインして、管理対象サーバーを起動します。


	
Fusion Middleware Controlにログインして、Oracle Business Intelligenceシステム・コンポーネントが実行されているか確認します。実行されていない場合は、起動します。


	
Oracle TimesTenサーバーを起動します。『Oracle TimesTen In-Memory Databaseオペレーション・ガイド』のTimesTenサーバーの実行に関する項を参照してください。









4.4 Oracle TimesTenのデーモン構成スクリプトの実行

クラスタ内の各コンピュータでこの作業を実行します。

次のコマンドを使用して、Oracle TimesTenのデーモン構成スクリプトをrootとして実行します。

/u01/app/oracle/product/TimesTen/tt1122/bin/setuproot -install






4.5 サーバー上のメモリー設定の構成

クラスタ内の各コンピュータでこの作業を実行します。

メモリー設定を構成する際には、次の点に注意してください。

	
256GBより大きいOracle TimesTen In-Memory Databaseが必要な場合は、ラージ・ページを構成し、使用する必要があります。

DSNでのOracle TimesTen In-Memory Databaseの定義と、limits.confファイルのカーネル・パラメータおよびセマフォの編集の詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseインストレーション・ガイド』のラージ・ページに関する項を参照してください。


	
1台のマシン上のOracle TimesTen In-Memory Databaseで推奨される最大サイズは800GBで、これにはPermSize属性およびTempSize属性の値が含まれます。







	
注意:

ラージ・ページの設定でメモリーを増やすと、他のアプリケーション(Oracle BI EE、Oracle Essbase)がメモリーを割り当てることができなくなります。物理メモリーの80%を超えないようにすることをお薦めします。さらに必要なPermSizeメモリー量に応じて、TempSizeからメモリーを移動できます。











4.5.1 カーネル・レベルでのラージ・ページの構成

/etc/sysctl.confファイルにnr_hugepagesパラメータを設定することで、ラージ・ページの数を構成してアクティブ化できます。Oracle TimesTen In-Memory Databaseが800GBの場合は、次の計算に基づいて410122を超えるページを指定し、800GBの保存領域を作成する必要があります。


(PermSize + TempSize + LogBufMB + 20) / hugepage_size     [All in bytes]
(400*1024*1024*1024) + (400*1024*1024*1024) + (1024*1024*1024) + (20*1024*1024) = 860088172544
 860088172544 / (2 * 1024 * 1024) = 410122


たとえば、予備容量を確保するには、/etc/sysctl.confファイルの設定を次のように変更します。

vm.nr_hugepages = 410200

その後、マシンを再起動するか、rootユーザーとして次のコマンドを実行します。

/sbin/sysctl –p






4.5.2 Oracle TimesTen In-Memory Databasesのラージ・ページの構成

次のファイルを編集することによって、Oracle TimesTen In-Memory Databaseのラージ・ページを構成できます。

/u01/app/oracle/product/TimesTen/tt1122/info/ttendaemon.options

このファイルに次の行を追加します。

-linuxLargePageAlignment 2






4.5.3 既存のOracle TimesTen In-Memory DatabaseでのPermSizeの増加

Oracle TimesTen In-Memory Databaseにラージ・ページを構成した後は、既存のOracle TimesTen In-Memory DatabasesのPermSizeを増加できます。

既存のOracle TimesTen In-Memory DatabasesでPermSizeを増加するには:

	
Oracle BI EEを含むすべてのアプリケーションをOracle TimesTen In-Memory Databaseから切断します。


	
必要な場合は、RAMポリシーをinUseからManualに変更します。


	
次のコマンドを実行し、Oracle TimesTen In-Memory DatabaseからRAMメモリーをアンロードします。

ttAdmin- ramunload <Your_TT_DSN>

たとえば、次のようになります。

ttAdmin- ramunload TT_AGGR_STORE


	
Oracle TimesTen In-Memory Database内のtimesten-install-dir/info/sys.odbc.iniファイルを変更して、PermSizeを増加します。


	
次のコマンドを実行し、Oracle TimesTen In-Memory DatabaseにRAMメモリーをリロードします。

ttAdmin- ramload <Your_TT_DSN>

たとえば、次のようになります。

ttAdmin- ramload TT_AGGR_STORE


	
Oracle BI EEを含むすべてのアプリケーションをOracle TimesTen In-Memory Databaseに再接続します。




詳細は、Oracle TimesTen In-Memory Databaseを参照してください。Oracle TimesTen In-Memory Databaseドキュメントへのリンクは、Oracle Exalyticsドキュメント・ライブラリで利用できます。








4.6 Oracle TimesTen In-Memory Databaseのインスタンス化

クラスタ内の各コンピュータでこの作業を実行します。最初のコンピュータでは、インストール・スクリプトでsys.odbc.iniファイルを更新した後に、残りの作業を手動で実行します。

Oracle TimesTen In-Memory Databasesは、次のディレクトリ内のsys.odbc.iniファイルに含まれるDSNを使用して定義されます。

/u01/app/oracle/product/TimesTen/tt1122/info

Exalytics Machine上のサンプル・ファイルからの次に示す抜粋のとおり、半自動化されたインストール・スクリプトにより、Oracle TimesTenのsys.odbc.iniファイルをOracle Exalyticsのメモリー内集計ストアのデフォルト構成に自動的に更新します。


[ODBC Data Sources]
TT_AGGR_STORE=TimesTen 11.2.2 Driver
 
[TT_AGGR_STORE]
Driver=/u01/app/oracle/product/TimesTen/tt1122/lib/libtten.so
DataStore=/u01/app/oracle/product/aggregate_store/tt_aggr_store
LogDir=/u01/app/oracle/product/aggregate_store/logs
DatabaseCharacterSet=AL32UTF8
ConnectionCharacterSet=AL32UTF8
LogFileSize=1024
LogBufMB=1024
LogBufParallelism=16
Preallocate=0
PermSize=25000
TempSize=25000
MemoryLock=4
CkptFrequency=30
CkptLogVolume=0
CkptRate=20
PrivateCommands=1
RecoveryThreads=40


このDSNでは、25GBのOracle TimesTen In-Memory Databaseと全体で約50GBのメモリー消費をサポートします。より大きなメモリー内データ・ストアをサポートするには、PermSizeおよびTempSizeパラメータの設定を増加します。このDSN定義をサポートするには、半自動化インストール処理でExalytics Machine上に次のディレクトリを作成します。



/u01/app/oracle/product/aggregate_store

/u01/app/oracle/product/aggregate_store/logs

クラスタ内の最初のコンピュータ以外のコンピュータ上で、Oracle TimesTenのsys.odbc.iniファイルを手動で編集してDSN定義を追加します。このDSNをインストールする前に、sys.odbc.iniファイルでDataStoreおよびLogDirパラメータを定義している行に対応する、半自動化スクリプトに含まれる行のコメント文字(#)を削除します。

データベースへの最初の接続が行われると、Oracle TimesTen In-Memory Databaseがインスタンス化されます。次のサンプル・コマンドで示すように、binディレクトリに移動して、ttIsqlユーティリティを実行し、ユーザーを作成します(たとえば、名前が「exalytics」でパスワードが「welcome1」など)。


cd /u01/app/oracle/product/TimesTen/tt1122/bin
./ttIsql
connect dsn=TT_AGGR_STORE;
create user exalytics identified by welcome1;
grant create session to exalytics;
grant create table to exalytics;
grant select on SYS.OBJ$ to exalytics;


次のサンプル・コマンドを使用して、Oracle TimesTen In-Memory Databaseへの接続をテストします。この時点では返される構成済のデータの表はありません。


connect "DSN=TT_AGGR_STORE;uid=exalytics";
tables;
exit


インストールされているWindows TimesTenクライアント・ドライバによって集計の記憶域に使用されるOracle TimesTenインスタンスに接続できる場合は、クライアント・コンピュータでSQL Developerなどのツールを使用できます。このツールにより、Oracle TimesTen In-Memory Databaseのコンテンツの表示が容易になるほか、Oracle Business Intelligenceリポジトリの物理レイヤーへのOracle TimesTenスキーマのマッピングを容易にするダミー表を作成できます。






4.7 Oracle Business IntelligenceからOracle TimesTenへのODBC接続の構成

クラスタ内の各コンピュータでこの作業を実行します。半自動化インストール・スクリプトにより、最初のコンピュータでこの作業を作業します。

Oracle TimesTenのクライアント/サーバーDSNはコンピュータの境界間を結び付けるため、リモートOracle TimesTenサーバーをDSNの一部として構成できます。次のファイルを変更して、2つのOracle TimesTenインスタンスのDSNを作成します。

/EXALYTICS_MWHOME/instances/instance1/bifoundation/OracleBIApplication/coreapplication/setup/odbc.ini

クラスタ内の2番目のコンピュータのディレクトリ名は、「instance1」という文字列部分が「instance2」になります。

次に、ファイルの変更例を示します。


[ODBC Data Sources]
AnalyticsWeb = Oracle BI Server
Cluster = Oracle BI Server
SSL_Sample = Oracle BI Server
TT_AGGR_STORE = TimesTen 11.2.2 Driver

[TT_AGGR_STORE]
Driver = /u01/app/oracle/product/TimesTen/tt1122/lib/libttclient.so
TTC_SERVER_DSN = TT_AGGR_STORE
TTC_SERVER = <tt_hostname>
TTC_TIMEOUT = 0


次のファイルを変更してOracle TimesTenのDSNサーバーを定義するには:

TimesTen-root-dir/tt1122/info/sys.ttconnect.ini

次に、ファイルの変更例を示します。


[tt_hostname]
Description=TimesTen Server
Network_Address=example1.com
TCP_PORT=53397
 


複数ノード・クラスタでは、各コンピュータにOracle TimesTenインスタンスをインストールし、各インスタンスに他のコンピュータ上のOracle TimesTenインスタンスを確実に認識させることで、メモリー内集計の高可用性を実現します。Oracle Business Intelligenceのodbc.iniファイルを編集して、両方のOracle TimesTenインスタンスへの参照を追加します。2ノード・クラスタでは、各コンピュータ上のodbc.iniファイルに次の構成の詳細が含まれます。


[ODBC Data Sources]
AnalyticsWeb = Oracle BI Server
Cluster = Oracle BI Server
SSL_Sample = Oracle BI Server
TT_AGGR_STORE1 = TimesTen 11.2.2 Driver
TT_AGGR_STORE2 = TimesTen 11.2.2 Driver
 
[TT_AGGR_STORE1]
Driver = /u01/app/oracle/product/TimesTen/tt1122/lib/libttclient.so
TTC_SERVER_DSN = TT_AGGR_STORE
TTC_SERVER = <tt_hostname1>
TTC_TIMEOUT = 0
 
[TT_AGGR_STORE2]
Driver = /u01/app/oracle/product/TimesTen/tt1122/lib/libttclient.so
TTC_SERVER_DSN = TT_AGGR_STORE
TTC_SERVER = <tt_hostname2>
TTC_TIMEOUT = 0


この構成では、/home/oracle/TimesTen/tt1122/infoディレクトリのsys.ttconnect.iniを編集して、次の例に示すようにodbc.iniファイルに対応するように変更します。


[tt_hostname1]
Description=TimesTen Server
Network_Address=<fully qualified hostname>
TCP_PORT=53397
 
[tt_hostname2]
Description=TimesTen Server
Network_Address=<fully qualified hostname>
TCP_PORT=53397






4.8 Oracle BIリポジトリの物理レイヤーへのOracle TimesTenインスタンスのマッピング

すべてのOracle TimesTenインスタンスをOracle BIリポジトリの物理レイヤーにマップする必要があります。インスタンスをマップするには、管理ツールを使用して必要なデータベース、接続プールおよび物理スキーマ・オブジェクトを手動で作成します。次に、Fusion Middleware Controlの「デプロイメント」ページの「リポジトリ」タブを使用して、変更したリポジトリをアップロードします。

Oracle TimesTenソースをOracle BIリポジトリの物理レイヤーにマップする際は、「データベース」ダイアログの「一般」タブの「データベース」フィールドでデータベース・タイプおよびバージョンを正しく設定する必要があります。また、「接続プール」ダイアログの「一般」タブの「コール・インタフェース」フィールドが正しく設定されていることを確認することも必要です。たとえば、Oracle TimesTenバージョン11.2.2では、ODBC 3.5コール・インタフェースを使用します。

詳細は、次の項を参照してください。

	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ作成者ガイド』のデータベース・オブジェクトおよび接続プールの設定に関する項


	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のリポジトリの構成に関する項









4.9 BI Composer for Oracle BI EEのインストールと構成

クラスタ内の各コンピュータでこの作業を実行します。

『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceインストレーション・ガイド』のBI Composer for Oracle BI EEのインストールと構成に関する項を参照してください。






4.10 IBM DB2またはMicrosoft SQL ServerのためのDSNの作成

IBM DB2またはMicrosoft SQL Serverを使用している場合は、クラスタ内のコンピュータの台数にかかわらず、この作業を1回実行します。

『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceインストレーション・ガイド』のIBM DB2またはMicrosoft SQL ServerのDSNの作成に関する項を参照してください。






4.11 マルチバイト・データをサポートするようなIBM DB2の構成

IBM DB2を使用している場合は、クラスタ内のコンピュータの台数にかかわらず、この作業を1回実行します。

『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceインストレーション・ガイド』のマルチバイト・データをサポートするようなIBM DB2の構成に関する項を参照してください。






4.12 Oracle BI Publisherのサンプル・レポートの構成

クラスタ内の各コンピュータでこの作業を実行します。

『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceインストレーション・ガイド』のOracle BI Publisherのサンプル・レポートの構成に関する項を参照してください。






4.13 SampleAppLite.rpdでのデフォルト・パスワードの変更

ドメインに対してこの作業を1回実行します。

Oracle Business Intelligenceをインストールするとき、Oracle Business Intelligenceのインストーラは、デフォルト・リポジトリ・パスワードをAdmin123としてSampleAppLite.rpdファイルを自動的にインストールします。本番システムでSampleAppLite.rpdファイルを使用する場合は、セキュリティ上の理由からデフォルト・パスワードを変更することをお薦めします。パスワードの変更の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ作成者ガイド』のリポジトリ・パスワードの変更に関する項を参照してください。

サンプル・アプリケーション(完全版)をOracle Technology Networkの次の場所からダウンロードできます。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/bi-foundation/obiee-samples-167534.html









5 Exalytics Machine上のソフトウェアの削除


この章では、Exalytics Machine上のソフトウェアを削除する方法について概説します。

Exalytics Machineでは、次のリストの説明に従って、Oracle TimesTenおよびOracle Business Intelligenceのアンインストールを実行します。

	
Oracle TimesTenのアンインストールの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseインストレーション・ガイド』のUNIXシステム上のTimesTenのアンインストールに関する項を参照してください。


	
Oracle Business Intelligenceの削除の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceインストレーション・ガイド』のOracle Business Intelligenceのアンインストールに関する項を参照してください。










第II部



システム管理

この部では、システム管理について説明します。次の章で構成されます。

	
第6章「システム管理(構成、診断および監視)」


	
第7章「パッチ適用」


	
第8章「高可用性を実現するためのOracle Exalyticsのデプロイ」


	
第9章「バックアップとリカバリ」


	
第10章「障害時リカバリ」










6 システム管理(構成、診断および監視)


この章では、構成、診断および監視などのシステム・タスクを実行することでExalytics Machineを管理する方法について概説します。パッチ適用やバックアップとリカバリなど、Exalytics Machineのその他のシステム管理タスクの詳細は、この部の別の章を参照してください。

Exalytics Machineには、Oracle Business IntelligenceおよびOracle TimesTen In-Memory Databaseのハードウェアとソフトウェアが含まれています。これらは次のように管理します。

	
ハードウェア — ハードウェアの管理の詳細は、Oracle Enterprise Manager Ops Centerユーザーズ・ガイドを参照してください。


	
Oracle Business Intelligence — Exalytics Machine上のすべてのOracle Business Intelligenceコンポーネントは、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』にある説明と同じメカニズムで管理されます。たとえば、構成、診断、プロセス制御および監視には、Fusion Middleware Controlを使用します。


	
Oracle TimesTen — Oracle TimesTenの管理の詳細は、次のガイドを参照してください。

	
Oracle TimesTen In-Memory Databaseオペレーション・ガイド


	
Oracle Enterprise Manager Grid Controlの詳細は、Oracle Enterprise Manager System Monitoring Plug-inインストレーション・ガイド for Oracle TimesTen In-Memory Databaseを参照してください。













7 パッチ適用


この章では、Exalytics Machine上のソフトウェアへのパッチ適用について説明します。

この章では、次の項目について説明します。

	
第7.1項「Oracle Exalyticsへのパッチ適用について」


	
第7.2項「Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1 (1.0.0.1)の適用」






7.1 Oracle Exalyticsへのパッチ適用について

Oracle Exalyticsは、個別にパッチの適用が可能な、多くのハードウェア・コンポーネントおよびソフトウェア・コンポーネントで構成されるエンジニアリング・システムです。これらのコンポーネントは、最適化された方法で連携するように設計されています。

Oracle Exalyticsの次のソフトウェア・コンポーネントがパッチ適用の対象となります。

	
コア・コンポーネント

	
Oracle Business Intelligence Enterprise Edition


	
(存在する場合)Oracle Essbase (Oracle Hyperion Enterprise Performance Management System Installerを使用してインストールされたもの)


	
Oracle TimesTen In-Memory Database for Exalytics


	
Oracle Exalyticsベース・イメージ


	
Oracle Exalytics構成ユーティリティ





	
オプション・コンポーネント

	
Exalytics Machineにインストール可能な(Oracle Endecaなどの)他のソフトウェア。詳細は、次のリンク先のOracle Exalytics動作保証マトリクスに記載されています。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html







オラクル社では、包括的で、十分にテストが行われたOracle Exalyticsパッチを定期的にリリースして、Exalytics Machinesの最適な動作を継続的に保証します。




	
注意:

Oracleサポートからの指示がないかぎりは、Exalytics Machine上に個々のコンポーネント専用のパッチを適用しないでください。詳細は、Oracle Exalytics動作保証マトリクスを参照してください。









Oracle Exalyticsのパッチ適用の詳細は、次を参照してください。

	
第7.1.1項「Oracle Exalyticsのバージョン・ストライプ」


	
第7.1.2項「Oracle Exalyticsパッチの各種タイプについて」






7.1.1 Oracle Exalyticsのバージョン・ストライプ

Oracle Exalyticsのバージョン・ストライプは、一緒にテストされ、その後一緒にOracle Exalyticsパッチセットとしてリリースされる、Oracle Exalyticsコア・コンポーネントの特定パージョンのセットを表します。

図7-1は、Oracle Exalyticsのコア・コンポーネントのサブセットのいくつかのサンプル・パージョンにまたがる仮想的なバージョン・ストライプを示しています。


図7-1 Exalytics Machineのコンポーネントのサンプル・バージョン・ストライプ

[image: 図7-1の説明が続きます]

「図7-1 Exalytics Machineのコンポーネントのサンプル・バージョン・ストライプ」の説明





バージョン・ストライプ内のOracle Exalyticsコア・コンポーネントは、Oracle Exalyticsパッチセットの一部として一緒にデプロイする必要があります。Oracle Exalyticsのオプション・コンポーネントは、Oracle Exalyticsの1つまたは複数のバージョン・ストライプに対して動作保証されており、別個にパッチを適用できます。詳細は、次のリンク先のOracle Exalytics動作保証マトリクスを参照してください。
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Oracle Exalyticsの新規バージョン・ストライプは、Oracle Exalyticsパッチセットとして、通常は3か月に1回定期的に配信されます。詳細は、第7.1.2.1項「Oracle Exalyticsパッチセットについて」を参照してください。






7.1.2 Oracle Exalyticsパッチの各種タイプについて

次の項で説明するとおり、Oracle Exalyticsには異なる3つのタイプのパッチがあります。

	
第7.1.2.1項「Oracle Exalyticsパッチセットについて」


	
第7.1.2.2項「Oracle Exalyticsの動作保証されたコンポーネント・パッチについて」


	
第7.1.2.3項「Oracle Exalyticsコンポーネントの個別パッチについて」






7.1.2.1 Oracle Exalyticsパッチセットについて

Oracle Exalyticsパッチセットは、Oracle Exalyticsコア・コンポーネントのバージョン・ストライプです。Oracle Exalyticsパッチセット内のすべてのパッチが一緒に適用される必要があります。

Oracle Exalyticsパッチセットは、通常は3か月に1回、定期的に配信されます。

各コア・コンポーネントのOracle Exalyticsパッチセットには、次のいずれかが含まれる可能性があります。

	
新しいメジャー・バージョンのコンポーネント


	
既存バージョンのコンポーネントへのパッチ


	
コンポーネントへの更新なし




Oracle Exalyticsドキュメント・ライブラリでは、各Oracle Exalyticsパッチセットに、パッチセットのREADMEファイルが添付されています。パッチセットのREADMEファイルには、パッチセットを適用する手順が記載されています。

Oracle Exalyticsパッチセット内のコア・コンポーネントの更新はすべて、正常に適用される必要があります。コア・コンポーネントの更新の1つでも正常に適用されていない場合は、すべての更新をロールバックする必要があります。

Oracle Advanced Customer Support (ACS)サービスでは、すでに最新のOracle Exalyticsパッチセットが新しく配信されたExalytics Machineに適用されています。






7.1.2.2 Oracle Exalyticsの動作保証されたコンポーネント・パッチについて

Oracle Exalyticsの動作保証されたコンポーネント・パッチとは、Oracle Exalyticsの各コンポーネントのパッチです。

Oracle Exalyticsの動作保証されたコンポーネント・パッチには次があります。

	
定期的にスケジューリングされたOracle Exalyticsパッチセット間にリリースされるパッチ


	
Oracle Exalyticsでの使用が保証されたパッチ


	
次回のOracle Exalyticsパッチセットに追加されるパッチ




たとえば、Oracle BI EEのパッチは、Oracle Exalyticsパッチセットのすぐ後にリリースされる可能性があります。Oracle BI EEパッチには、次回にスケジューリングされたOracle Exalyticsパッチセットの前にOracle Exalyticsのお客様が必要とする重要な修正が含まれている可能性があります。この場合には、Oracle BI EEパッチはOracle Exalyticsでの使用が保証され、次のリンク先のOracle Exalytics動作保証マトリクスに追加される可能性があります。
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お客様は、適切なREADMEファイルの説明に従って、Oracle Exalyticsの動作保証されたコンポーネント・パッチを適用する必要があります。

Oracle Advanced Customer Support (ACS) Servicesでは、Oracle Exalyticsの動作保証されたコンポーネント・パッチを新しく配信されたExalytics Machineに適用していないことに注意してください。






7.1.2.3 Oracle Exalyticsコンポーネントの個別パッチについて

Oracle Exalyticsコンポーネントの個別パッチとは、特定の顧客のサイトにおける特定の不具合を修正するためにオラクル社によって提供されるお客様固有のパッチです。Oracle Exalyticsコンポーネントの個別パッチは一般には利用できません。

お客様は、適切なREADMEファイルの説明に従って、Oracle Exalyticsコンポーネントの個別パッチを適用する必要があります。

Oracle Advanced Customer Support (ACS) Servicesでは、Oracle Exalyticsコンポーネントの個別パッチを新しく配信されたExalytics Machineに適用していないことに注意してください。










7.2 Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1 (1.0.0.1)の適用

この項は、実質的にOracle Exalyticsリリース1パッチセット1のREADMEファイルとなっており、次のトピックが含まれています。

	
第7.2.1項「Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1について」


	
第7.2.2項「Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1のインストールが必要なクライアント」


	
第7.2.3項「Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1の新しい機能」


	
第7.2.4項「Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1のインストールのガイドライン」


	
第7.2.5項「Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1のインストール」


	
第7.2.6項「インストール後の手順」


	
第7.2.7項「アンインストールの手順」


	
第7.2.8項「今回のパッチで修正された不具合」


	
第7.2.9項「今回のパッチの既知の不具合」






7.2.1 Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1について

Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1は、コア・コンポーネントおよび表7-1にリストされる特定のソフトウェア・バージョンのパッチで構成されています。


表7-1 コア・コンポーネントとOracle Exalyticsパッチセット1でサポートされるバージョン

	コア・コンポーネント	サポートされるバージョン
	
Oracle Business Intelligence Enterprise Edition

	
11.1.1.6.2 BP1


	
Oracle TimesTen In-Memory Database for Exalytics

	
11.2.2.3.0


	
Oracle Essbase

	
11.1.2.2.100


	
Oracle Exalytics X-24ベース・イメージ

	
1.0.0.3.1


	
Oracle Exalytics X-24構成ユーティリティ

	
1.0.0.4








サポートされるバージョンの最新情報は、次のリンク先のOracle Exalytics動作保証マトリクスを参照してください。
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7.2.2 Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1のインストールが必要なクライアント

このパッチセットは、Oracle Exalyticsのすべてのお客様が利用できます。






7.2.3 Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1の新しい機能

Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1には、次の項で説明されるコンポーネントの動作保証と拡張機能が含まれています。

	
第7.2.3.1項「Oracle Business Intelligence Enterprise Edition」


	
第7.2.3.2項「Oracle TimesTen In-Memory Database」


	
第7.2.3.3項「Oracle Essbase」


	
第7.2.3.4項「Oracle Enterprise Performance Management System」


	
第7.2.3.5項「Oracle Endeca」


	
第7.2.3.6項「ストレージ・エリア・ネットワーク」


	
第7.2.3.7項「Auto Service Requestソフトウェア」


	
第7.2.3.8項「Oracle Data Integrator」


	
第7.2.3.9項「Oracle TimesTenに対応するOracle GoldenGate」






7.2.3.1 Oracle Business Intelligence Enterprise Edition

Oracle BI EEには、11.1.1.6.2 BP1パッチにおいて多数の拡張機能が追加されています。Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1と関連性が高いOracle BI EEへの拡張機能には次があります。

	
モデル・チェッカ: モデル・チェック・マネージャを使用して、Oracle BIサマリー・アドバイザと集計の永続性エンジンに影響を与える可能性があるモデリングの問題をチェックします。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ作成者ガイド』を参照してください。


	
サマリー・アドバイザによるパフォーマンスの向上: 特定の問合せに対して、サマリー・アドバイザでは、実際の行数問合せではなく、行数(カーディナリティ)の見積りを使用します。詳細は、『Oracle Fusion Middlewareリリース・ノート』の「Oracle Business Intelligence」の章を参照してください。


	
Oracle TimesTen内で最適化された集計データ・サイズ: Oracle TimesTenのデータ・サイズを縮小し、パフォーマンスを向上させるには、Oracle BI EE内のデータ型をOracle TimesTenに最適な形でマップします。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ作成者ガイド』を参照してください。


	
Oracle TimesTenでの集計データ・ロード・パフォーマンスの向上: データ・ロード・パフォーマンスを向上させるには、Oracle BI EEにORACLE_BI_TT_DISABLE_REDO_LOGGINGおよびORACLE_BI_TT_PARALLEL_INDEX_CREATIONの2つの要素変数を含めます。これらはそれぞれ、Oracle TimesTenデータベース内のREDOログの無効化、複数のインデックス同時作成を行います。詳細は、『Oracle Fusion Middlewareリリース・ノート』の「Oracle Business Intelligence」の章を参照してください。


	
トレリス・ビュー: トレリス・ビューによって、最適なレイアウトと高密度なデータおよび分析の管理が可能になります。機能とデプロイメントの概要は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド』を参照してください。









7.2.3.2 Oracle TimesTen In-Memory Database

Oracle TimesTenのSQL機能がパフォーマンスの向上に向けて最適化されます。詳細は、次のリンク先のOracle TimesTen In-Memory Databaseのドキュメントを参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/products/timesten/documentation/index.html

また、Oracle TimesTen In-Memory Databaseドキュメントへのリンクは、Oracle Exalyticsドキュメント・ライブラリからも利用できます。






7.2.3.3 Oracle Essbase

ブロック・ストレージのパフォーマンスの向上など、Essbaseの新機能の使用については、次を参照してください。

	
次のリンク先のOracle Essbase新機能リリース11.1.2.2のドキュメント

http://docs.oracle.com/cd/E26232_01/doc.11122/esb_new_features/esb_new_features.html


	
次のリンク先のOracle Enterprise Performance Management Systemインストレーションおよび構成ガイド、リリース11.1.2.2

http://docs.oracle.com/cd/E17236_01/epm.1112/epm_install_1112200.pdf









7.2.3.4 Oracle Enterprise Performance Management System

Oracle Enterprise Performance Management Systemリリース11.1.2.2とともに、Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1ではOracle Hyperion Planningをサポートしています。Exalytics Machineには次のコンポーネントをインストールできます。

	
Oracle Essbaseサーバー


	
Oracle Essbase Administration Services


	
Oracle Essbase Studio Server


	
Oracle HTTP Server


	
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspace


	
Oracle Hyperion Calculation Manager


	
Oracle Hyperion Financial Reporting


	
Oracle Hyperion Planning


	
Oracle Hyperion Provider Services


	
Oracle Hyperion Shared Services


	
Oracle Hyperion Web Analysis




Exalytics Machine上の動作保証されたOracle Enterprise Performance Management Systemコンポーネントの完全なリストは、次のリンク先のOracle Exalytics動作保証マトリクスを参照してください。
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7.2.3.5 Oracle Endeca

Oracle Endeca Information DiscoveryおよびOracle Endeca ServerはどちらもExalytics Machine上での実行が保証されています。Oracleの広範囲に渡るビジネス分析製品およびソリューションの主要な部分を占めるこれらのコンポーネントは、お客様の決定が賢明かつ迅速に行われるように設計されています。詳細は、次のリンク先のOracle Exalytics動作保証マトリクスを参照してください。
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また、Oracle Exalyticsドキュメント・ライブラリから利用可能なOracle Endeca Information Discoveryのドキュメントも参照してください。






7.2.3.6 ストレージ・エリア・ネットワーク

ストレージのパフォーマンスを向上するには、Exalytics Machineをストレージ・エリア・ネットワーク(SAN)に接続できます。詳細は、『Oracle Exalytics In-Memory Machineオーナーズ・ガイド』のストレージの構成に関する項を参照してください。






7.2.3.7 Auto Service Requestソフトウェア

スクリプトのセットによってハード・ドライブの障害を検知し、Auto Service Request (ASR)に通知を送信できます。詳細は、『Oracle Exalytics In-Memory Machineオーナーズ・ガイド』のAuto Service Requestソフトウェアのインストールに関する項を参照してください。






7.2.3.8 Oracle Data Integrator

Oracle Data Integratorは、Exalytics Machine上で実行されるOracle TimesTenとの動作が保証されています。Exalytics Machineにインストール可能なコンポーネントの詳細は、次のリンク先のOracle Exalytics動作保証マトリクスを参照してください。
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7.2.3.9 Oracle TimesTenに対応するOracle GoldenGate

Oracle TimesTenに対応するOracle GoldenGateは、Exalytics Machine上で実行されるOracle TimesTenとの動作が保証されています。Exalytics Machineにインストール可能なコンポーネントの詳細は、次のリンク先のOracle Exalytics動作保証マトリクスを参照してください。
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7.2.4 Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1のインストールのガイドライン

パッチセットをインストールする前に、次のガイドラインを確認してください。

	
パッチセットに含まれるパッチを適用する前に、現在のインストール、構成ファイルおよびユーザー固有のすべてのアーティファクトをバックアップしていることを確認します。


	
仮想化された環境でパッチを適用する際には、次のものにパッチ適用しないでください。

	
Exalytics構成ユーティリティに含まれる自動サービス・リクエスト(ASR)


	
Oracle Exalytics X2-4ベース・イメージ





	
Exalytics MachineにOracle Enterprise Performance Managementコンポーネントをインストールしている場合は、パッチを適用する前に、すべてのEnterprise Performance Managementサービスを停止します。また、パッチを適用した後は、すべてのサービスを確実に起動してください。詳細は、次のリンク先のOracle Enterprise Performance Management Systemインストレーションおよび構成ガイド、リリース11.1.2.2の第12章「EPM System製品の起動と停止」を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E17236_01/epm.1112/epm_install_1112200.pdf


	
nqcmdユーティリティを使用してOracle TimesTen内の集計を削除します。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ作成者ガイド』のOracle BIサーバーの問合せ用の集計の作成と維持に関する項を参照してください。


	
パッチセット内のOracle Exalyticsコア・コンポーネントのパッチは連携テストが行われています。すべてのコア・コンポーネントのパッチを一緒に適用またはロールバックすることを強くお薦めします。異なるコア・コンポーネント(Oracle BI EE、Oracle Essbase(インストール済の場合)、Oracle TimesTenなど)に個々のパッチを適用またはロールバックしないでください。


	
最新情報は、Oracle Exalyticsリリース・ノートを参照してください。









7.2.5 Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1のインストール

Oracle Exalyticsパッチセットをインストールするには:

	
Oracle Exalytics X2-4ベース・イメージ・パッチ(v 1.0.0.3.1)をLinux x86-64にダウンロードおよびインストールします。




	
注意:

ベース・イメージ・パッチは、Exalytics Machine上のASRのサポートに必要です。









Oracle Exalyticsベース・イメージ・パッチをダウンロードおよびインストールするには、次の手順を実行します。

	
OracleサポートWebサイトから、パッチ14301728 - Linux X86-64用Exalyticsパッチセット1 (v 1.0.0.1.0)ベース・イメージ・パッチ(v 1.0.0.3.1)をダウンロードします。

パッチには、p14301728_10000_Linux-x86-64.zipファイルが含まれます。


	
zipファイルを一時フォルダに解凍します。

zipファイルには、表7-2に示されるテキスト・ファイルとrpm (RPM Package Manager)ファイルが含まれています。


表7-2 Oracle Exalyticsベース・イメージzipファイル内のテキスト・ファイルおよびRPMファイル

	ファイル名	備考
	
ReadMe.txt

	
インストール手順を含むファイル


	
ReadMe_1.1.5-Linux.txt

	
サービス・タグ関連


	
ST_1.1.5 ReleaseNotes-Linux.txt

	
サービス・タグ関連


	
ST_SLA.txt

	
サービス・タグ関連


	
ST_SLA_multi.txt

	
サービス・タグ関連


	
hwreg_ReleaseNotes_v1.1.5.txt

	
サービス・タグ関連


	
sun-hardware-reg-1.0.0-1.i386.rpm

	
サービス・タグ関連rpm


	
sun-servicetag-1.1.5-1.i386.rpm

	
サービス・タグ関連rpm


	
httpd-2.2.3-43.0.1.el5.x86_64.rpm

	
ASRスクリプト関連rpm


	
lsscsi-0.17-3.el5.x86_64.rpm

	
ASRスクリプト関連rpm


	
mod_perl-2.0.4-6.el5.x86_64.rpm

	
ASRスクリプト関連rpm


	
perl-BSD-Resource-1.28-1.fc6.1.x86_64.rpm

	
ASRスクリプト関連rpm








	
rootユーザーとして次のコマンドを実行し、rpmファイルをインストールします。

rpm -i httpd-2.2.3-43.0.1.el5.x86_64.rpm

rpm -i lsscsi-0.17-3.el5.x86_64.rpm

rpm -i perl-BSD-Resource-1.28-1.fc6.1.x86_64.rpm

rpm -i mod_perl-2.0.4-6.el5.x86_64.rpm

rpm -i sun-servicetag-1.1.5-1.i386.rpm

rpm -i sun-hardware-reg-1.0.0-1.i386.rpm





	
Oracle BI EE 11.1.1.6.2 BP1パッチをダウンロードおよびインストールします。

Oracle BI EE 11.1.1.6.2 BP1パッチセットをOracle BI EE 11.1.1.6.0インストールに適用するには、パッチ14223977 (Oracle BI EE 11.1.1.6.2 BP1パッチセットの最初のパッチ)のREADMEファイルに記載された手順を参照してください。


	
Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1のOracle TimesTen 11.2.2.3をダウンロードおよびインストールします。

Oracle TimesTenのインストール時に、このインスタンスをアップグレードしますか。という質問が表示された場合は「はい」と答えます。

また、既存のファイルは削除しないようにしてください。たとえば、インストール時に、次のような質問が表示された場合は「いいえ」と答えます。

	
/home/oracle/EXALYTICS_MWHOME/../TimesTen/tt1122/network/admin/samples内のファイルもすべて削除しますか。


	
既存のcluster.oracle.iniファイルを置き換えますか。


	
既存の/home/oracle/EXALYTICS_MWHOME/../TimesTen/tt1122/info/sys.odbc.iniファイルを置き換えますか。


	
/home/oracle/EXALYTICS_MWHOME/../TimesTen/tt1122/info内のファイルもすべて削除しますか。




詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseインストレーション・ガイド』のインプレース・データベース・アップグレードの実行に関する項およびオフライン・アップグレードの実行に関する項を参照してください。


	
Oracle Essbaseをデプロイする場合は、Oracle Software Delivery Cloud WebサイトからOracle Essbase 11.1.2.2.000パッチ・セット11.1.2.2.100をダウンロードおよびインストールします。

Oracle Essbase 11.1.2.2.100リリース1パッチ・セット1をダウンロードする手順は次のとおりです。

	
次のリンクのOracle Software Delivery Cloud Webサイトに移動します。

http://edelivery.oracle.com


	
製品パックは、Oracle Enterprise Performance Systemを選択します。


	
プラットフォームは、Linux x86-64を選択します。


	
「実行」をクリックします。


	
Oracle Enterprise Performance Management System (11.1.2.2.0)メディア・パックfor Linux x86-64を選択し、ダウンロードします。

11.1.2.2.0メディア・パックには、Oracle Essbase 11.1.2.2.100が含まれます。




Oracle Exalyticsリリース1パッチセット1のOracle Essbaseをインストールするには、次のリンク先でOracle Enterprise Performance Management SystemのREADMEファイルに記載されているインストール手順でインストールと構成について確認してください。

http://docs.oracle.com/cd/E17236_01/epm.1112/epm_1112200_readme.pdf


	
Oracle Exalytics X2-4構成ユーティリティv 1.0.0.4をダウンロードおよびインストールします。

Oracle Exalytics構成ユーティリティ・パッチおよびASRユーティリティをダウンロードおよびインストールするには、次のアクションを実行します。

	
次のリンク先のOracle Software Delivery Cloud Webサイトから、Linux x86-64プラットフォーム用Oracle Business Intelligenceの下のOracle Exalytics X2-4構成ユーティリティ(バージョン1.0.0.4)のExalyticsメディア・パックをダウンロードし、インストールします。

http://edelivery.oracle.com


	
ファイルを一時ディレクトリに解凍します。

zipファイルには、表7-3にリストされたファイルが含まれています。


表7-3 Oracle Exalytics構成ユーティリティzipファイル内のファイル

	ファイル名	備考
	
configure_network_for_exalytics.sh

	
Oracle Exalyticsネットワーク構成スクリプト


	
SUN-HW-TRAP-MIB.mib

	
Oracle Exalytics上のASR (Auto Service Request)


	
bda_mon_hw_asr.pl

	
Oracle Exalytics上のASRメール・スクリプト


	
common_subs.pm

	
Oracle Exalytics上のASR


	
setup_asr_ilom.pl

	
Oracle Exalytics上のASR








	
configure_network_for_exalytics.shファイルを/opt/exalyticsなどの適切な場所にコピーします。




	
注意:

ファイルをコピーする前に、まず既存のファイルをconfigure_network_for_exalytics.sh_V1として確実にバックアップしてください。










	
Oracle Exalyticsネットワーク構成スクリプトを直接実行して、ネットワークを構成します。

rpmファイルは必要ありません。





	
次の手順を実行し、ASRを構成します。最初に、p14301728_10000_Linux-x86-64.zipファイルからrpmファイルをインストールする必要があります。

	
次のコマンドを使用してディレクトリを作成します。

mkdir -p /opt/exalytics/asr


	
次のファイルを以前に抽出したディレクトリから新規ディレクトリにコピーして、2つのPerlファイルに確実に実行権限を付与します。

bda_mon_hw_asr.pl

setup_asr_ilom.pl

common_subs.pm

SUN-HW-TRAP-MIB.mib


	
次の行を/etc/inittabファイルに追加します。

emh1:345:respawn:/opt/exalytics/asr/bda_mon_hw_asr.pl -server


	
コマンド・ラインで、init qコマンドを実行して、bda_monサーバーを初期化してから起動します。


	
次のコマンドを実行して、plスクリプトに実行権限を追加します。

chmod +x setup_asr_ilom.pl

chmod +x bda_mon_hw_asr.pl


	
クライアントにより、/opt/exalytics/asrディレクトリで実行する次のコマンドから使用可能な命令を使用して、ASRの場所を構成します。

./bda_mon_hw_asr.pl -help

詳細は、『Oracle Exalytics In-Memory Machineオーナーズ・ガイド』のAuto Service Requestソフトウェアのインストールに関する項を参照してください。












7.2.6 インストール後の手順

Oracle Business Intelligence Enterprise EditionとOracle TimesTenのデータ型マッピングやその他の最適化に整合性があり、それらを活用できるようにするには、次のOracle Exalyticsコンポーネントのインストール後の手順を実行する必要があります。

	
第7.2.6.1項「Oracle TimesTen In-Memory Database」


	
第7.2.6.2項「Oracle Business Intelligence Enterprise Edition」






7.2.6.1 Oracle TimesTen In-Memory Database

この項には次のトピックが含まれます:

	
第7.2.6.1.1項「Oracle TimesTenのチェックポイント頻度の構成」


	
第7.2.6.1.2項「その他のインストール後の手順」






7.2.6.1.1 Oracle TimesTenのチェックポイント頻度の構成

Oracle Business Intelligence Enterprise EditionがOracle TimesTenのチェックポイント頻度を設定するようにするには、Oracle TimesTen In-Memory Databaseをアップグレードした後に次の構成手順を実行します。この構成を実行しなかった場合は、Oracle TimesTenのパフォーマンスに悪影響を及ぼす可能性があります。

Oracle TimesTenのチェックポイント頻度を構成するには:

	
timesten-install-dir/info/sys.odbc.iniファイルを開きます。


	
Aggregate Persistenceに使用されるスキーマのDSNエントリを検索します。


	
次のいずれかを実行します。

	
Oracle TimesTenデータベースに集計の永続性を使用してデータをロードする場合は、次のように3つのパラメータを編集します。

	
CkptFrequency=-1


	
CkptLogVolume=0


	
CkptRate=0







	
Oracle TimesTenデータベースに集計の永続性を使用しないでデータをロードする場合は、別のサーバーDSNを使用してから、次のように3つのパラメータを編集します。

	
CkptFrequency=30


	
CkptLogVolume=0


	
CkptRate=0















7.2.6.1.2 その他のインストール後の手順

Oracle TimesTenのアップグレード後は、データストアを再作成し、集計を再構築する、インストール後の手順を実行する必要があります。

Oracle TimesTenでその他のインストール後の手順を実行するには:

	
Oracle TimesTenの既存のデータストアを再作成します。


	
nqcmdユーティリティを使用して集計を再構築します。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ作成者ガイド』のOracle BIサーバーの問合せ用の集計の作成と維持に関する項を参照してください。











7.2.6.2 Oracle Business Intelligence Enterprise Edition

この項には次のトピックが含まれます:

	
「OPMN.xmlファイルの編集」


	
「Oracle Business Intelligenceクライアント・インストーラの再インストール」






7.2.6.2.1 OPMN.xmlファイルの編集

集計を高速化し、パフォーマンスを向上させるために、opmn.xmlファイルを編集して適切な要素を追加することをお薦めします。可用性の高い、クラスタ化された環境で構成された各Exalytics Machine上でopmn.xmlファイルを編集するようにしてください。

opmn.xmlファイルを編集して集計とパフォーマンスを向上させるには:

	
opmn.xmlファイル(MW_HOME/instances/instance1/config/OPMN/opmnに配置されている)を開きます。


	
次の子要素を<ias-component id="coreapplication_obis1" inherit-environment="true"><environment>の下に挿入します。

	
<variable id="ORACLE_BI_TT_DISABLE_REDO_LOGGING" value="1"/>

これにより、集計が高速化されます。


	
<variable id="ORACLE_BI_TT_PARALLEL_INDEX_CREATION" value="1"/>

インデックスをパラレルに作成することで、集計を高速化します。


	
<variable id="ORACLE_BI_TT_BACKGROUND_CHECKPOINT_INTERVAL" value="5"/>

このBI Serverによって管理されるパラメータによって、Oracle TimesTenのデータストアがディスクに格納される頻度(データストアの永続性)が決定されます。デフォルト値は10秒ごとです。値の数値が小さくなるほど、Oracle TimesTenではデータストアがディスクに格納される頻度が高くなります。





	
通知サーバーを停止してから起動します。

	
OPMNコマンドライン・ツールを含む次のディレクトリに移動します。

MW_HOME/instances/instance1/bin


	
次のコマンドを実行します:

./opmnctl stopall

OPMNおよびすべてのOracle Business Intelligenceシステム・コンポーネントが停止します。


	
次のコマンドを実行します:

./opmnctl startall

OPMNおよびすべてのOracle Business Intelligenceシステム・コンポーネントを起動します。












7.2.6.2.2 Oracle Business Intelligenceクライアント・インストーラの再インストール

Oracle Business Intelligenceクライアント・ツールのインストールの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceインストレーション・ガイド』のOracle Business Intelligenceクライアント・ツールのインストールおよびアンインストールに関する項を参照してください。










7.2.7 アンインストールの手順

パッチのインストール後に問題が発生した場合は、バージョン・ストライプを維持するようにOracle Exalyticsコンポーネントのすべてのパッチをロールバックすることをお薦めします。1つまたは2つのコンポーネント・パッチを個々にロールバックしないでください。ロールバックの手順は、個々のコンポーネントのREADMEファイルに記載されています。

パッチの更新を適用している際に問題が発生した場合は、Oracleサポートにご連絡ください。






7.2.8 今回のパッチで修正された不具合

Oracle Exalyticsパッチセット内の各コンポーネントで修正された不具合については、個々のコンポーネントのREADMEファイルに記載されています。






7.2.9 今回のパッチの既知の不具合

Oracle Exalyticsパッチセット内の各コンポーネントにおける既知の不具合については(存在する場合)、個々のコンポーネントのREADMEファイルに記載されています。











8 高可用性を実現するためのOracle Exalyticsのデプロイ


この章では、Exalytics Machineを水平方向にスケールアウトして、スケーラビリティ(高可用性)およびパフォーマンス(ロード・バランシング)を向上させる方法について説明します。第3章では、単一のコンピュータでインストール・スクリプトを使用する方法について説明しています。複数コンピュータ環境(2ノード・クラスタなど)の場合、最初のコンピュータでインストール・スクリプトを使用してから、スクリプトを使用せずに他のコンピュータに手動でソフトウェアをインストールします。この章の手順を実行したら、第4章「インストール後の作業」を参照してください。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』の高可用性のためのOracle Business Intelligenceのデプロイに関する項を参照してください。

この章の内容は次のとおりです。

	
第8.1項「高可用性の要件」


	
第8.2項「高可用性の構図」


	
第8.3項「高可用性の構成」


	
第8.4項「高可用性デプロイメントのトラブルシューティング」






8.1 高可用性の要件

高可用性構成の要件は次のとおりです。

	
各コンピュータにOracle TimesTenの独立したインスタンスがある。


	
各コンピュータに、Oracle TimesTenのインスタンスごとに別個のDSNを含むodbc.iniファイルがある。各Oracle TimesTenのDSNでは、クライアント/サーバー接続モードを使用します。


	
1つのBI Serverリポジトリでは1つ以上の物理リポジトリを指定できるが、物理データ・ソースごとに存在する集計のセットは1つである。各物理データ・ソースは独自の接続プールを持ちます。









8.2 高可用性の構図

図8-1は、Exalytics Machineの高可用性の構図を示しています。一部のシナリオでは、Web層のOracle HTTP Serverを使用することが有益な場合があります。


図8-1 Exalytics Machineの高可用性

[image: 図8-1の説明が続く]

「図8-1 Exalytics Machineの高可用性」の説明









8.3 高可用性の構成

この項では、高可用性デプロイメントを構成する手順について説明します。

	
第8.3.1項「手順1: 最初のExalytics Machineの準備」


	
第8.3.2項「手順2: 2番目のExalytics Machineの準備」


	
第8.3.3項「手順3: Oracle WebLogic Serverのインストール」


	
第8.3.4項「手順4: Oracle Business Intelligenceのインストール」


	
第8.3.5「手順5: 既存のBIドメインのスケールアウト」


	
第8.3.6項「手順6: Oracle TimesTenのインストールと構成」


	
第8.3.7項「手順7: 2番目のExalytics Machineへのシステム・コンポーネントのスケールアウト」


	
第8.3.8項「手順8: 永続ストア用の共有記憶域の構成」


	
第8.3.9項「手順9: フロントエンド・ロード・バランサの構成」







	
ヒント:

2番目のノードのインストール処理はほとんどがOracle Universal Installerを使用した手動の手順であるため、RealVNCリモート制御ソフトウェアなどのツールを使用してExalytics Machineに接続します。











8.3.1 手順1: 最初のExalytics Machineの準備

2番目のExalytics Machineにインストールする前に、このマニュアルの第I部「インストール」の説明に従って、最初のExalytics MachineにOracle Exalyticsをインストールします。






8.3.2 手順2: 2番目のExalytics Machineの準備

2番目のExalytics Machineを準備するには:

	
第3.2.1項「手順1: オペレーティング・システム上のグループおよびユーザーの作成」の説明に従って、ユーザーを作成します。


	
第3.2.2項「手順2: Oracle TimesTenのインベントリの作成」の説明に従って、Oracle TimesTenのインベントリを作成します。


	
次のようなディレクトリ構造を作成します。

	
Middlewareホームの場所は、最初のExalytics Machineの論理ディレクトリ名と同じにする必要があります。

/u01/app/oracle/product/fmw


	
Oracle TimesTenのインストール先のディレクトリは次になります。

/u01/app/oracle/product/TimesTen





	
第3.2.5項「手順5: ディレクトリ構造へのOracleファイルのダウンロード」の説明に従って、ファイルをディレクトリ構造にダウンロードします。リポジトリ作成ユーティリティのファイルをダウンロードする必要はありません。









8.3.3 手順3: Oracle WebLogic Serverのインストール

Oracle WebLogic Serverを次のディレクトリにインストールします。このディレクトリは、2番目のExalytics MachineのMiddlewareホームになります。

/u01/app/oracle/product/fmw

Oracle WebLogic Serverを2番目のExalytics Machineにインストールするには:

	
次のコマンドを実行します:

>./ wls1036_linux64.bin


	
ウィザードでカスタム・オプションを選択して、「Coherence」を選択解除します(このコンポーネントはインストールする必要ありません)。

ウィザードでは、使用するJVMとしてJRockitが自動的に選択されているので、このオプションはそのままにしておきます。


	
インストールが完了したら、「クイックスタート」を実行するオプションをクリアします(このオプションは不要なため)。









8.3.4 手順4: Oracle Business Intelligenceのインストール

2番目のExalytics MachineでOracle Business Intelligenceのソフトウェアのみのインストールを実行するには:

	
次のコマンドを入力します。


cd /home/oracle/EXALYTICS_INSTALLERS/bi/bishiphome/disk1
>./runInstaller


	
2番目のExalytics Machineに初めてインストールすると、「root」としてログインし、Oracleインベントリを作成するスクリプトを実行するように促されます。指定された場所が/home/oracle/oraInventoryであることを確認します。


	
ウィザードで、ソフトウェアのみのインストールを実行するオプションを選択できるページまで移動します。


	
次のページで、Oracle WebLogic Serverのインストールされているディレクトリが、Oracle Middlewareホームのプロパティに設定されていることを確認します。

Oracleホーム・ディレクトリは、Oracle_BI1のデフォルトにできます。


	
インストールが完了するまで、残りのウィザードのページを移動します。









8.3.5 手順5: 既存のBIドメインのスケールアウト

既存のBIドメインは、2番目のExalytics Machineからスケールアウトします。

BIドメインをスケールアウトするには:

	
2番目のExalytics Machineにログオンします。


	
次のコマンドを入力します。


cd /u01/app/oracle/product/fmw/Oracle_BI1/bin
>./config.sh


	
ウィザードのページを移動して、BIシステムのスケールアウトを選択します。


	
最初のExalytics Machineの詳細を入力すると、インストール・ディレクトリの場所が自動的に入力されます。


	
「構成」を押して処理を初期化できるページまで、残りのウィザードのページを移動します。




config.shスクリプトの実行の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligenceエンタープライズ・デプロイメント・ガイド』の構成アシスタントを使用したBIシステムのスケールアウトに関する項を参照してください。






8.3.6 手順6: Oracle TimesTenのインストールと構成

Oracle TimesTenをインストールおよび構成するには:

	
次のコマンドを入力します。


cd /home/oracle/EXALYTICS_INSTALLERS/tt
>./setup.sh
instance name tt1122 [default chosen]
install client/server and data manager [default chosen]
specify particular location for install [3]
enter location [custom location chosen /u01/app/oracle/product/TimesTen]
create daemon home - [default chosen]
daemon logs - [default chosen]
accept default port no - 53396
restrict access to TT to group oracle? - Yes
enable PL/SQL - yes [default chosen]
TNS_ADMIN – not chosen during install.
port for TT server - 53397
quickstart and doc - no [default chosen]
doc without quickstart - yes [default chosen] - location default
TT replication with clusterware - no - [default chosen]


	
第4.4項「Oracle TimesTenのデーモン構成スクリプトの実行」の説明に従って、Oracle TimesTenのデーモン構成スクリプトをrootとして実行します。


	
第4.7項「Oracle Business IntelligenceからOracle TimesTenへのODBC接続の構成」の説明に従って、最初のExalytics MachineでOracle TimesTenに2つのDSNを作成して、TimesTenインスタンスのいずれかと通信するようにBI Serverを構成します。


	
2番目のExalytics Machineで前と同じ手順を実行してOracle TimesTenのDSNを作成し、2番目のBI ServerからいずれかのOracle TimesTenインスタンスへの接続を構成します。


	
2番目のExalytics Machineで、opmn.xmlファイルの次のvariable要素を編集し、Oracle TimesTenのODBCドライバの場所を指すように更新します。編集するテキストを太字で示します。


<variable id="LD_LIBRARY_PATH" value="$ORACLE_HOME/common/ODBC/Merant/5.3/lib$:$ORACLE_HOME/bifoundation/server/bin$:$ORACLE_HOME/bifoundation/web/bin$:$ORACLE_HOME/clients/epm/Essbase/EssbaseRTC/bin$:$ORACLE_HOME/bifoundation/odbc/lib$:$ORACLE_INSTANCE$:$ORACLE_HOME/lib:/u01/app/oracle/product/TimesTen/tt1122/lib" append="true"/>
<variable id="TIMESTEN_DLL" value="/u01/app/oracle/product/TimesTen/tt1122/lib/libttclient.so"/>


opmn.xmlファイルは、次のディレクトリにあります。

/u01/app/oracle/product/fmw/instances/instance2/config/OPMN


	
通知サーバー(OPMN)を停止してから起動します。

	
OPMNコマンドライン・ツールを含む次のディレクトリに移動します。

/u01/app/oracle/product/fmw/instances/instance2/bin


	
次のコマンドを実行します:

./opmnctl stopall

OPMNおよびすべてのOracle Business Intelligenceシステム・コンポーネントが停止します。


	
OPMNコマンドライン・ツールを含む次のディレクトリに移動します。

/u01/app/oracle/product/fmw/instances/instance2/bin


	
次のコマンドを実行します:

./opmnctl startall

OPMNおよびすべてのOracle Business Intelligenceシステム・コンポーネントを起動します。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のシステム・コンポーネントを起動、停止、再起動およびステータス表示するためのOPMNコマンドラインの使用に関する項を参照してください。





	
次のコマンドを入力して、最初のExalytics MachineからOracle TimesTenクライアント/サーバーDSNが使用できることを確認します。


cd $ORACLE_INSTANCE/bifoundation/OracleBIApplication/coreapplication/setup/
. ./bi-init.sh (bash shell)
cd Times-Ten-root-dir/tt1122/bin
./ttisqlcs –connstr "uid=oracle;pwd=welcome1;dsn=bim_tt1";


これらのコマンドでは、Oracle TimesTen SQLクライアントを使用して、最初のExalytics Machine上のOracle TimesTenサーバーに接続し、BI ServerがOracle TimesTenと通信できることを確認します。


	
2番目のExalytics Machineから、Oracle TimesTenのクライアント/サーバーDSNに対して前の手順を繰り返します。









8.3.7 手順7: 2番目のExalytics Machineへのシステム・コンポーネントのスケールアウト

Oracle Business IntelligenceとOracle TimesTenとの間の通信を構成するには、Fusion Middleware Controlを使用してスケールアウトし、必要なOracle Business Intelligenceシステム・コンポーネント・サーバーを2番目のExalytics Machineにデプロイする必要があります。このスケールアウトにより、2番目のExalytics Machine上のopmn.xmlファイルにエントリができて、必要に応じてこれを編集できます。

2番目のExalytics Machineにシステム・コンポーネントをスケールアウトするには:

	
『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』の説明に従い、Fusion Middleware Controlを使用して次のシステム・コンポーネントをスケールアウトします。

	
Oracle BI Server


	
Oracle BI Presentation Services


	
JavaHost




また、Oracle BIドメインの単一コンポーネントであるCluster ControllerおよびOracle BI Schedulerを、スタンバイ・コンポーネントとしてスケールアウトする必要があります。









8.3.8 手順8: 永続ストアの共有記憶域の構成

Exalytics Machineの構成処理の一環として、NAS (Network Attached Storage)などの共有ディレクトリの場所に配置する各種永続ストアを構成する必要があります。次の一覧では、それらのストアについて概要を説明し、その構成に関する情報のリンクを示します。

	
Oracle BI Serverのリポジトリ。Fusion Middleware Controlで共有RPDの公開ディレクトリを指定して、クラスタ内でリポジトリのオンライン変更を伝播します。オンライン変更が発生すると、マスターBI Serverは、そのローカル・リポジトリをこのディレクトリにコピーします。スレーブBI Serverが起動したとき、公開ディレクトリのバージョンの方が新しいと、各スレーブ・サーバーは共有ディレクトリのバージョンを各ローカル・ディスクにコピーします。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のFusion Middleware Controlを使用したリポジトリのアップロードとOracle BI Presentation Catalogの場所の設定に関する項を参照してください。


	
Oracle BIプレゼンテーション・カタログ。各Oracle BIプレゼンテーション・サービス・インスタンスは、Fusion Middleware Controlで指定されるカタログの場所からカタログをロードします。この場所を共有記憶域に再構成する前に、任意の既存のカタログを共有記憶域にコピーします。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のFusion Middleware Controlを使用したリポジトリのアップロードとOracle BI Presentation Catalogの場所の設定に関する項を参照してください。


	
グローバル・キャッシュ。このグローバル・キャッシュは、共有ファイル・システムに配置されており、パージ・イベント、シード・イベント(多くの場合はエージェントによって生成されます)、およびシード・イベントと関連付けられた結果セットを保存します。各BI Serverは、通常の問合せ用に固有のローカル問合せキャッシュを保持します。このBI Serverの問合せキャッシュは、ローカル・ノードに存在し続けます。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』のFusion Middleware Controlを使用したグローバル・キャッシュ・パラメータの設定に関する項を参照してください。









8.3.9 手順9: フロントエンド・ロード・バランサの構成

フロントエンド・ロード・バランサを構成します。これは、Oracle WebLogic Serverクラスタ・プラグインにより正しく構成されます。詳細は、『Oracle Fusion Middleware高可用性ガイド』のOracle Business IntelligenceおよびEPMの高可用性の構成に関する項を参照してください。








8.4 高可用性デプロイメントのトラブルシューティング

この項では、高可用性デプロイメントに関する解決策について説明します。

	
第8.4.1項「Oracle BI ServerとOracle TimesTenとの接続に関する問題」


	
第8.4.2項「クライアント・インストーラでOracle TimesTenドライバを特定できない」


	
第8.4.3項「Oracle BI ServerがOracle TimesTenインスタンスにフェイルオーバーしない」


	
第8.4.4項「集計が2番目のインスタンスに存在しない」






8.4.1 Oracle BI ServerとOracle TimesTenとの接続に関する問題

最初のノードまたは2番目のノードで、BI ServerがOracle TimesTenに接続できない状況が発生することがあります。この問題を解決するには、次の内容を確認します。

	
次のリストの説明に従って、Oracle TimesTenのDSNがodbc.iniファイルおよびopmn.xmlファイルで正しく構成されていることを確認します。

	
第4.7項「Oracle Business IntelligenceからOracle TimesTenへのODBC接続の構成」の説明のとおり、$ORACLE_INSTANCE/bifoundation/OracleBIApplication/coreapplication/setupディレクトリのodbc.iniファイルにおいて、両方のOracle TimesTenインスタンスに接続するようにDSNが正しく定義されている。


	
$ORACLE_INSTANCE/config/OPMN/opmn/ディレクトリのopmn.xmlファイルで、LD_LIBRARY_PATH変数がOracle TimesTenの共有ライブラリ・フォルダを指すように正しく設定されている。TIMESTEN_DLL変数も、次の例に示すように、正しく定義されている必要があります。

<variable id="TIMESTEN_DLL" value="u01/app/oracle/product/TimesTen/tt1122/lib/libttclient.so"/>





	
BI Serverは、Oracle TimesTen ODBCドライバのバージョン3.5を使用して接続する必要があります。

リポジトリのデプロイ時に、データベース接続プールに対してOracle TimesTenのODBCドライバのバージョン3.5が使用されていることを確認します。このドライバ・バージョンを使用しなければ、BI ServerはOracle TimesTenに接続できません。









8.4.2 クライアント・インストーラでOracle TimesTenドライバを特定できない

Windowsコンピュータ上でクライアント・インストーラを使用してOracle BI管理ツールをインストールした後に、管理ツールに次のようなエラー・メッセージが表示される場合があります。

Times Tenドライバttclient.dllをロードできません。

このエラー・メッセージは、Oracle TimesTen物理表ソースからメタデータをインポートする際に、Oracle TimesTenのODBCドライバが使用できないことを示しています。この問題を解決するには、次の例に示すように、Oracle TimesTenドライバの場所を明示的に指すようにTIMESTEN_DLL環境変数を設定します。

set TIMESTEN_DLL=C:\TimesTen\tt1122_32\bin\ttclient1122.dll






8.4.3 Oracle BI ServerがOracle TimesTenインスタンスにフェイルオーバーしない

スケールアウトされたノードの2番目のOracle TimesTenインスタンスにBI Serverがフェイルオーバーしない場合は、リポジトリの論理表ソース(LTS)によってOracle TimesTenの物理データ・ソースが両方ともマップされていることを確認します。このマッピングにより、論理表ソース・レベルで、Oracle TimesTenの両方のインスタンスにマッピングが存在するようになります。Oracle TimesTenの一方のインスタンスが使用できない場合は、DSNレベルにあるBI Serverのフェイルオーバー・ロジックによってOracle TimesTenのもう一方のインスタンスへの接続が試みられます。






8.4.4 集計が2番目のインスタンスに存在しない

最初のOracle TimesTenインスタンスで作成された集計を2番目のOracle TimesTenインスタンスで使用できないことがあります。スケールアウト・デプロイメントでは、Oracle TimesTenインスタンス間に自動レプリケーションが存在しないことに注意してください。2つのインスタンスは別個であり、別のコンピュータ上で実行されますが、デプロイされるデータ・ストアは同じです。一方のOracle TimesTenインスタンスで、Oracle BIサマリー・アドバイザまたは集計の永続性ウィザードからSQLスクリプトを使用して集計を作成する場合は、2番目のOracle TimesTenインスタンスでも同じ集計を手動で作成する必要があります。2つのOracle TimesTenインスタンスは、同期が維持されるようにする必要があります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ作成者ガイド』の集計の永続性のライフ・サイクルのユース・ケースに関する項を参照してください。











9 バックアップおよびリカバリ


この章では、Exalytics Machineでバックアップとリカバリを実行する方法について概説します。バックアップとリカバリは、ハードウェア障害とデータ消失からの保護、およびデータが消失した場合のデータの再構築に必要な様々な計画と手順を表します。

Exalytics Machineでは、Oracle Business IntelligenceとOracle TimesTenの両方に対して、次のリストに示すバックアップとリカバリを実行します。

	
Oracle Business Intelligenceのバックアップとリカバリの詳細は、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』のOracle Business Intelligenceのバックアップとリカバリの推奨事項に関する項に記載されています。


	
Oracle TimesTenのバックアップとリカバリの詳細は、『Oracle TimesTen In-Memory Databaseインストレーション・ガイド』のデータベースのバックアップとリストアに関する項に記載されています。

また、前回のバックアップからデータが更新されている場合は、データをリカバリした後に、集計スクリプトを再度実行します。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ作成者ガイド』のOracle BIサマリー・アドバイザを使用した集計問合せ候補の特定に関する項を参照してください。










10 障害時リカバリ


この章では、Exalytics Machineで障害時リカバリを構成する方法について概説します。

障害時リカバリの詳細は、次のドキュメントを参照してください。

	
Oracle Business Intelligenceの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareディザスタ・リカバリ・ガイド』のOracle Business Intelligenceの推奨事項に関する項を参照してください。


	
Oracle TimesTenでは、Oracle BIリポジトリおよび集計をメイン・サイトから障害時リカバリ・サイトにレプリケートする方法を慎重に管理する必要があります。特に、障害時リカバリ・サイト・システムに、本番システムに適用するリポジトリおよび集計の一連の操作を正確にミラー化する必要があります。

	
新しいリポジトリを本番システムにアップロードしたら、同じリポジトリを障害時リカバリ・サイト・システムにもアップロードする必要があります。


	
集計スクリプトを本番リポジトリおよびOracle TimesTenインスタンスに対して実行する場合、障害時リカバリ・サイト・システムに対しても同じ集計スクリプトを実行する必要があります。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionメタデータ・リポジトリ作成者ガイド』のOracle BIサマリー・アドバイザを使用した集計問合せ候補の特定に関する項を参照してください。












Architecture for Exalytics Machine as described in surrounding text


Diagram of high availability as described in surrounding text


Sample version stripe for Oracle Exalytics components.
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